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文
化
審
議
会
（
宮
田
亮
平
会
長
）

は
七
月
十
八
日
、
重
要
無
形
文
化
財

保
持
者
（
人
間
国
宝
）
に
刀
剣
研
磨

の
本
阿
彌
光
洲
氏
（
七
五
）
＝
本
名

道
弘
、
東
京
都
大
田
区
＝
ら
七
人
を

認
定
す
る
よ
う
下
村
博
文
文
部
科
学

大
臣
に
答
申
し
た
。
政
府
は
九
月
に

も
告
示
す
る
予
定
。

　

刀
剣
界
で
は
か
つ
て
「
日
本
刀
」

や
「
刀
剣
研
磨
」「
肥
後
象
嵌
・
透
」

が
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

刀
匠
六
、
研
師
四
、
金
工
一
が
そ
れ

ぞ
れ
の
保
持
者
に
認
定
さ
れ
て
い
た

が
、
昨
年
六
月
、
天
田
昭
次
氏
の
逝

去
に
よ
り
人
間
国
宝
は
皆
無
と
な

り
、
指
定
も
解
除
さ
れ
て
い
た
。
現

状
を
憂
い
、
本
紙
で
は
挙
げ
て
人
間

国
宝
の
誕
生
を
望
む
と
訴
え
て
き

た
。
今
回
の
認
定
は
、
刀
剣
界
全
体

に
と
っ
て
、
誠
に
喜
ば
し
い
ニ
ュ
ー

ス
で
あ
る
。

　

本
阿
彌
光
洲
氏
は
、
昭
和
十
四
年

東
京
に
生
ま
れ
、
同
三
十
七
年
か
ら

父
本
阿
彌
日
洲
氏
（
本
名
猛
夫
、
人

間
国
宝
）
に
師
事
し
、
室
町
時
代
よ

り
日
本
刀
の
研
磨
等
を
生な

り

業わ
い

と
し
て

き
た
同
家
に
伝
わ
る
伝
統
的
な
刀
剣

研
磨
の
技
法
を
、
高
度
に
体
得
し
て

き
た
。
同
氏
は
、
現
代
の
刀
匠
に
よ

っ
て
鍛
造
さ
れ
た
刀
剣
を
研
磨
し
、

優
れ
た
日
本
刀
を
世
に
送
り
出
す
と

と
も
に
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
等
に

指
定
さ
れ
た
数
多
く
の
刀
剣
の
研
磨

を
手
が
け
、
有
形
文
化
財
の
保
存
に

も
寄
与
し
て
い
る
。

　

そ
の
優
れ
た
研
磨
技
術
が
評
価
さ

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
昭
和
四
十
六
年

に
研
磨
技
術
等
発
表
会
（
現
「
刀
剣

研
磨
・
外
装
技
術
発
表
会
」）
無
鑑

査
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
刀
剣
に
関

す
る
豊
か
な
見
識
を
生
か
し
、
平
成

五
年
以
降
、
同
発
表
会
を
は
じ
め
、

新
作
刀
展
覧
会
（
現
「
新
作
名
刀

展
」）、
お
守
り
刀
展
覧
会
、
新
作
日

本
刀
・
刀
職
技
術
展
覧
会
な
ど
、
刀

剣
に
関
す
る
多
く
の
公
募
展
の
審
査

員
を
歴
任
し
た
。

　

ま
た
、
同
十
二
年
以
降
、
美
術
刀

剣
研
磨
技
術
保
存
会
会
長
、
公
益
財

団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
理
事

長
な
ど
の
要
職
に
あ
っ
て
、
後
進
の

指
導
・
育
成
に
尽
力
し
て
い
る
。

本
阿
彌
光
洲
氏
が
人
間
国
宝
に

�

刀
剣
研
磨
で
５
人
目
、刀
剣
界
で
１２
人
目
の
快
挙

←次ページ下段に続く

重要無形文化財保持者に認定された本阿彌光洲氏（仕事場にて）

本阿彌光洲氏 略歴
昭和37年

同年
46年

平成５年

６年
12年
20年

21年

22年

同年

同年

24年

25年

國學院大学文学部史学科卒業
本阿彌日洲師に師事
研磨技術等発表会無鑑査（現在に至る）
第46回刀剣研磨・外装技術発表会審査員（以
後14回歴任）
新作刀展覧会審査員（以後14回歴任）
美術刀剣研磨技術保存会会長（現在に至る）
東京都指定無形文化財（工芸技術）「日本刀研
磨技術」保持者（現在に至る）
一般財団法人日本刀文化振興協会（公益財団法
人日本刀文化振興協会）理事（22年まで）
公益財団法人日本刀文化振興協会理事長（現在
に至る）
第１回新作日本刀・刀職技術展覧会審査員（以
後５回歴任）
国宝 短刀 無銘 正宗（名物包丁正宗）、国宝 短
刀 銘 則重（永青文庫所蔵）を研磨
国宝 太刀 銘 則房、国宝 太刀 銘 正恒（ふくや
ま美術館寄託小松コレクション所蔵）を研磨
国宝 太刀 銘 豊後国行平、国宝 刀 金象嵌銘 光
忠（光徳花押）（永青文庫所蔵）を研磨

インタビューする伊波賢一氏（左）と本阿彌氏

本
阿
彌　

本
阿
彌
家
は
、
御
刀
の
研

磨
・
鑑
定
と
い
う
仕
事
に
携
わ
っ
て
五

百
年
間
、
足
利
将
軍
家
・
織
田
信
長
・

豊
臣
秀
吉
・
徳
川
将
軍
家
に
代
々
仕
え

て
き
ま
し
た
。
ま
さ
に
「
御
刀
あ
っ
て

の
本
阿
彌
家
」
と
言
え
ま
し
ょ
う
。

―
な
る
ほ
ど
、「
御
刀
あ
っ
て
の
本

阿
彌
家
」
で
す
か
。
で
も
、
私
た
ち
か

ら
は
「
本
阿
彌
家
あ
っ
て
の
御
刀
」
と

も
言
え
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
を

な
さ
っ
て
こ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
言
え
る

言
葉
で
す
ね
。

　

と
こ
ろ
で
、
日
本
刀
が
今
日
ま
で
、

何
度
か
の
危
機
を
乗
り
越
え
、
守
ら
れ

て
き
た
の
は
な
ぜ
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
。

本
阿
彌　
そ
れ
は
や
は
り
将
軍
家
や
大

名
家
が
貴
重
な
働
き
を
さ
れ
た
か
ら
で

し
ょ
う
。
御
刀
を
大
切
に
思
い
、
鑑

定
・
研
磨
・
保
存
に
大
き
な
責
務
を
果

た
し
て
く
だ
さ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
そ

し
て
明
治
・
大
正
・
昭
和
と
、
そ
れ
ら

の
美
風
が
日
本
人
の
趨
勢
と
し
て
受
け

継
が
れ
て
き
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

―
こ
の
度
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

本
阿
彌　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

思
い
が
け
ず
認
定
を
い
た
だ
き
、
父
に

続
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
本
阿
彌
家

の
当
主
と
し
て
ほ
っ
と
し
て
お
り
ま
す
。

―
本
阿
彌
家
と
言
え
ば
、
刀
と
と
も

に
歩
ん
で
き
た
長
い
歴
史
で
よ
く
知
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
（
人
間
国
宝
）
認
定
の
マ
ス
コ
ミ
発
表
以
来
、
何

か
と
お
忙
し
い
本
阿
彌
光
洲
先
生
だ
が
、
ぜ
ひ
と
も
直
接
に
お
祝
い
を
申
し
上

げ
た
い
。
と
い
う
わ
け
で
、
本
阿
彌
家
と
は
先
代
の
日
洲
先
生
の
こ
ろ
か
ら
親

し
く
さ
れ
て
い
る
伊
波
常
務
理
事
に
仲
介
の
労
を
執
っ
て
い
た
だ
き
、
今
号
担

当
委
員
の
服
部
・
持
田
の
両
名
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
同
行
し
た
。

特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

研
磨
一
筋
の
五
十
余
年
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代
表田
中 

勝
憲

と
そ
の
時
代
の
刀
工
達
」
と
題
し
、

名
品
・
優
品
を
展
示
し
ま
す
。

　

ま
た
、
四
階
会
場
特
別
ブ
ー
ス
で

は
「
我
が
家
の
お
宝
鑑
定
会
」
を
連

日
無
料
に
て
開
催
し
ま
す
。
ご
自
宅

に
あ
る
自
慢
の
名
刀
や
珍
刀
、
甲

冑
、
鐔
な
ど
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

売
却
希
望
の
方
は
、
買
い
取
り
相
談

も
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
創
意
工
夫
し
て
、
皆
さ
ま

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
カ

タ
ロ
グ
は
十
月
初
旬
完
成
予
定
で
す
。

　

二
十
七
回
目
を
迎
え
る
「
大
刀
剣

市
２
０
１
４
」
は
、
産
経
新
聞
社
、

フ
ジ
サ
ン
ケ
イ 
ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
両

社
の
後
援
を
い
た
だ
き
、
十
一
月
一

日
㈯
～
三
日（
月
・
祝
日
）、
東
京･

新
橋
の
東
京
美
術
倶
楽
部
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

　

全
国
か
ら
七
十
四
組
合
員
の
出
店

が
あ
り
、
例
年
同
様
の
賑
わ
い
を
期

待
し
て
い
ま
す
。

　

三
階
重
文
室
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ
に
ち
な
ん
で
「
黒
田
官
兵
衛

第
２７
回「
大
刀
剣
市
」

　
開
催
迫
る

氏　　名 屋　　号 氏　　名 屋　　号
飯塚　賢路 刀剣・古美術 飯塚 深津　尚樹 尚佳洞
深海　信彦 ㈱銀座長州屋 稲留　修一 ㈱舟山堂
瀬下　　明 丸英美術刀剣店 松本　富夫 ㈱美術刀剣松本
福岡　勇仁 ㈱三明貿易 刀剣徳川 綱取　譲一 福隆美術工芸
黒川　精吉 霜剣堂 佐孝　宗則 ㈱紀の国屋
村上和比子 ㈱コレクション情報 平子　誠之 イー・ソード
川島　貴敏 銀座 泰文堂 栗原　春吉 ㈲栗原金庫製作所
籏谷　三男 刀剣 はたや 五十嵐啓司 ㈲濃州堂
齋藤　雅稔 やしま 嶋田　伸夫 古美術刀剣 山城屋
朝倉　忠史 ㈱永和堂 冥賀　吉也 つるぎの屋
大西　敏之 刀剣 武蔵野 飯田　慶雄 飯田高遠堂
柴田　和男 ㈱日本刀 柴田 髙島　吉童 刀剣 髙吉
金丸　十三 ㈱金丸刀剣店 籏谷　大輔 日本刀 籏谷
鈴木　雅一 平成名刀会 服部　暁治 服部美術店
杉浦　昭宏 刀剣杉浦 森野　幸男 刀剣ギャラリー樹林
藤田　一男 神田 藤古堂 清水　敏行 大宮 清水商会
清水　儀孝 ㈱晴雅堂 清水 松川浩一郎 古美術 成蹊堂
芦澤　一幸 静心堂 芦澤 大西　　博 美術刀剣・大和
柴田　光隆 ㈱刀剣柴田 吉井　唯夫 大阪刀剣会 吉井
木村　義治 木村美術刀剣店 猿田　慎男 ㈱むさし屋
安東　孝恭 ㈱安東貿易 大西　康一 大和美術刀剣
生野　　正 銀座誠友堂 玉山　真敏 玉山名史刀
田中　勝憲 ㈱城南堂古美術店 土肥　豊久 ㈱和敬堂
齋藤　　恒 銀座 盛光堂 笹原　俊和 阿雲亭 ＡＵＮＴＥＩ
杉田　侑司 刀剣 杉田 保野　栄三 ㈱中野古銭
大平　岳子 勝武堂 佐藤　　均 刀剣佐藤［倉敷刀剣美術館］
熊倉　　勇 刀剣 大東美術 新堀　孝道 新堀美術刀剣
田名網　守 田名網美術刀剣 山本　一郎 刀友会
大西　孝男 大西美術刀剣 松田　通夫 松田刀剣
草分　一雄 古美術 草分堂 松原　正勝 南紀刀剣店
横山　忠司 札幌 横山美術 三浦　優子 優古堂
ヒューズ・ロバート 慶長堂 伊波　賢一 ㈱日本刀剣
田澤　二郎 ㈱日宝 村上　昌弘 刀剣古美術 京都むらかみ
中永　　潔 ㈲聚楽 今津　敦生 儀平屋
坂田　哲之 刀剣 坂田 髙橋　歳夫 真玄堂
持田　具宏 古美術もちだ 小畠　　昇 秀美堂
中川　正則 刀剣美術 中川 黒川　宏明 筑前刀剣堂

（順不同）出 店 者 一 覧

盗
難
な
ど
の
心
配
は
、
集
荷
作
業
を

何
度
経
験
し
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
で

す
。
特
に
大
刀
剣
市
実
行
委
員
長
で
あ

る
清
水
専
務
は
、
こ
の
期
間
、
心
が
休

ま
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

掲
載
品
は
前
も
っ
て
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
鑑
定
証
な
ど
の
コ
ピ

ー
と
と
も
に
、
商
品
に
添
付
し
て
お
預

か
り
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
担
当
者

へ
の
信
頼
感
か
ら
か
、
掲
載
内
容
な
ど

は
す
べ
て
お
任
せ
で
、
商
品
だ
け
を
お

持
ち
に
な
る
方
が
毎
年
お
ら
れ
ま
す
。

　

比
較
的
集
荷
数
の
少
な
い
初
回
な
ら
、

そ
の
よ
う
な
方
へ
の
対
応
も
不
可
能
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ち
ょ
っ
と
し
た
行

き
違
い
を
な
く
す
上
で
も
、
な
る
べ
く

ご
記
入
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

　

写
真
撮
影
は
、
刀
剣
、
刀
装
具
類
、

甲
冑
と
そ
れ
ぞ
れ
に
別
の
カ
メ
ラ
マ
ン

と
別
の
ス
タ
ジ
オ
で
行
っ
て
い
ま
す
。

担
当
委
員
の
方
々
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
で
、
毎
年
暑
い
中
、
交
代
に
て
立

ち
会
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
は
、
紙
面
構
成
の
編
集
会
議
、

編
集
作
業
を
経
て
初
校
・
再
校
・
三
校

と
続
き
、
二
カ
月
半
に
及
ぶ
カ
タ
ロ
グ

制
作
は
閉
幕
を
迎
え
ま
す
。

　

た
か
が
カ
タ
ロ
グ
、
さ
れ
ど
カ
タ
ロ

グ
…
。
出
店
者
の
皆
さ
ん
の
期
待
に
応

え
、
愛
好
家
の
方
々
の
肥
え
た
目
に
堪

え
る
に
は
、
半
端
な
努
力
と
労
力
で
で

き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

と
は
い
え
、
今
後
は
若
い
組
合
員
の

皆
さ
ん
に
業
務
の
引
き
継
ぎ
を
し
て
い

く
こ
と
が
、
組
合
の
未
来
に
と
っ
て
き

わ
め
て
重
要
だ
と
、
清
水
専
務
ら
と
と

も
に
考
え
て
お
り
ま
す
。�（
嶋
田
伸
夫
）

服
部
常
務
理
事
、
冥
賀
亮
典
さ
ん
、
服

部
一
隆
さ
ん
と
筆
者
が
中
心
と
な
っ
て

担
当
し
ま
し
た
。

　

以
前
、
経
験
豊
富
な
先
輩
か
ら
、
大

切
な
品
物
を
預
か
る
心
得
と
し
て
、
次

の
よ
う
な
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

丁
寧
に
商
品
を
扱
う
、
特
に
移
動
の

際
は
十
分
気
を
つ
け
る
、
記
録
を
取
る

際
は
私
語
を
慎
む
、
写
真
撮
影
と
カ
タ

ロ
グ
編
集
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
よ
う

必
要
な
情
報
は
集
荷
作
業
中
に
集
め

る
、
で
き
る
限
り
出
店
者
の
希
望
に
沿

う
よ
う
心
が
け
る
…
。

　

常
々
心
が
け
て
は
い
て
も
、
カ
タ
ロ

グ
が
仕
上
が
っ
て
み
る
と
、
商
品
の
質

感
や
色
合
い
な
ど
に
一
〇
〇
パ
ー
セ
ン

ト
満
足
の
い
か
な
い
と
こ
ろ
も
出
て
し

ま
い
ま
す
。
難
し
い
も
の
で
す
。

　

お
預
か
り
す
る
の
は
し
ば
し
ば
交
換

会
の
折
で
す
が
、
記
録
を
取
っ
て
い
る

際
に
、
預
か
り
品
を
断
り
な
く
手
に
取

り
、
ご
覧
に
な
る
方
が
い
ま
す
。
写
真

撮
影
の
た
め
に
持
参
さ
れ
た
高
価
な
品

な
の
で
、
そ
の
場
に
い
る
出
品
者
の
許

可
を
得
て
か
ら
拝
見
し
て
ほ
し
い
と
願

い
ま
す
。

　

お
預
か
り
す
る
刀
剣
や
刀
装
・
刀
装

具
類
は
高
価
な
た
め
に
、
撮
影
を
経
て

無
事
に
返
却
す
る
ま
で
は
、
神
経
を
使

う
作
業
が
続
き
ま
す
。
破
損
、
紛
失
、

　
「
大
刀
剣
市
」
で
は
、
そ
の
年
の
刀

剣
類
出
品
カ
タ
ロ
グ
を
併
せ
て
、
入
場

料
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

重
要
美
術
品
・
特
別
重
要
刀
剣
を
は

じ
め
と
す
る
優
品
を
所
載
し
た
大
刀
剣

市
カ
タ
ロ
グ
は
、
愛
刀
家
の
方
々
に
好

個
の
資
料
と
し
て
も
活
用
さ
れ
て
お

り
、
ま
さ
に
保
存
版
と
言
え
ま
す
。

　

そ
の
カ
タ
ロ
グ
制
作
に
は
、
二
十
名

近
い
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
る
制
作
会

議
が
当
た
り
ま
す
。
早
く
も
七
月
中
旬

か
ら
作
業
は
始
ま
り
、
八
月
上
旬
に
か

け
て
の
三
回
に
分
け
て
カ
タ
ロ
グ
登
載

品
を
、
出
店
す
る
各
組
合
員
よ
り
お
引

き
受
け
し
、
撮
影
し
ま
す
。

　

今
回
の
集
荷
は
、
清
水
専
務
理
事
、

■
全
刀
商
の
活
動  「
大
刀
剣
市
」
カ
タ
ロ
グ
制
作
会
議

大刀剣市カタログの編集風景

の
、
も
う
一
点
は
無
銘
光
忠
の
御
刀
。

こ
れ
は
本
阿
彌
光
徳
が
金
象
嵌
で
極
め

た
永
青
文
庫
蔵
の
御
刀
で
す
。

　

名
刀
を
研
い
で
い
る
と
、
次
第
に
御

刀
の
素
晴
ら
し
さ
が
現
れ
て
く
る
半
面
、

お
返
し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
日
も
近

づ
い
て
く
る
。
誠
に
複
雑
な
心
境
で
す
。

―
人
間
国
宝
に
な
ら
れ
て
の
、
現
在

の
お
気
持
ち
と
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

本
阿
彌　
五
十
年
以
上
も
こ
の
仕
事
を

や
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
内
容
の
上
で
は

何
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

皆
さ
ん
の
ご
期
待
に
一
層
応
え
て
い
か

ね
ば
と
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
が

い
た
し
ま
す
。
御
刀
を
お
守
り
し
て
い

く
以
上
、
後
進
を
育
て
、
自
ら
も
精
進

し
、
少
し
で
も
長
く
貢
献
し
た
い
と
願

っ
て
い
ま
す
。

―
本
日
は
ご
多
用
の
折
、
本
当
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

�

（
文
責
／
持
田
具
宏
）

―
入
門
さ
れ
た
こ
ろ
の

お
話
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

本
阿
彌　
私
は
男
四
人
兄

弟
の
三
番
目
で
す
が
、
子

供
の
こ
ろ
か
ら
手
仕
事
が

好
き
で
、
私
が
父
の
仕
事

を
継
ぐ
こ
と
は
暗
黙
の
了

解
で
し
た
。
高
校
生
の
こ

ろ
か
ら
仕
事
場
に
入
り
、

い
ろ
い
ろ
や
っ
て
お
り
ま

し
た
。
父
か
ら
、
仕
事
に

つ
い
て
強
制
さ
れ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
仕
事
は
結
局
、
最
後

は
私
が
や
ら
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
う

る
さ
く
言
わ
れ
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
ね
。

―
父
子
で
あ
り
、
師
弟
で
も
あ
る
関

係
に
深
い
相
互
の
信
頼
感
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

　

だ
い
ぶ
以
前
の
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
日
洲
先
生
の
ご
活
躍
が
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
番
組
で
放
映
さ
れ
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
確
か
、
光
洲
先
生
も
登

場
さ
れ
て
い
ま
し
た
ね
。
そ
の
中
で
、

日
洲
先
生
が
昔
お
研
ぎ
に
な
ら
れ
た
長

光
に
再
会
さ
れ
、
し
ば
ら
く
じ
っ
と
鑑

賞
し
た
後
、
さ
さ
や
く
よ
う
に
御
刀
に

言
葉
を
か
け
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
と
て

も
感
動
的
な
シ
ー
ン
で
し
た
。

本
阿
彌　
林
原
美
術
館
を
訪
ね
、
国
宝

の
長
光
に
再
会
し
た
と
き
の
こ
と
で
す

ね
。
私
も
よ
く
覚
え
て
い
ま
す
。
国
宝

や
希
代
の
名
刀
を
研
い
だ
と
き
は
、
ま

た
格
別
の
印
象
が
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

―
光
洲
先
生
に
と
っ
て
、
特
に
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
御
刀
に
は
、
ど
ん

な
名
刀
が
あ
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

本
阿
彌　
若
い
こ
ろ
、
父
に
つ
い
て
研

い
だ
御
刀
、
一
人
前
に
な
っ
て
任
さ
れ

た
御
刀
、
先
達
の
研
い
だ
御
刀
に
あ
ら

た
め
て
取
り
組
ん
だ
と
き
な
ど
…
思
い

出
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
最
近
で

は
、
国
宝
の
二
振
が
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
則
房
の
太
刀
で
、
刀
装
具
美
術
館
か

ら
小
松
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
移
っ
た
も

左から服部暁治氏・本阿彌氏・持田具宏氏

↓
前
ペ
ー
ジ
よ
り
続
く
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第
七
回
と
な
っ
た
刀
職
技
術
者
研
修

会
は
公
益
財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興

協
会
と
坂
城
町
鉄
の
展
示
館
の
共
催
で
、

第
五
回
新
作
日
本
刀
・
研
磨
・
外
装 

刀
職
技
術
展
覧
会
「
日
本
刀
の
匠
た

ち
」
の
展
示
期
間
中
の
八
月
二
十
二
～

二
十
四
日
に
、
鉄
の
展
示
館
内
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
と
宮
入
鍛
錬
道
場

で
全
刀
職
に
わ
た
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

展
示
と
研
修
の
両
方
を
見
ら
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
長
野
県
で
の
開
催
に
も
か

か
わ
ら
ず
多
く
の
方
々
に
ご
来
館
い
た

だ
き
ま
し
た
。
お
客
さ
ま
に
は
、
展
示

品
の
説
明
と
各
部
門
の
研
修
の
内
容
や

技
術
的
な
こ
と
に
つ
い
て
細
か
く

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
、
刀
職
技

能
の
継
承
と
次
世
代
の
人
材
育
成

の
大
切
さ
を
ご
理
解
い
た
だ
け
た

こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
は
研
磨
部
門
の
研
修
生
は

少
な
か
っ
た
も
の
の
、他
の
部
門
は

初
参
加
な
ど
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ
充

実
し
た
研
修
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
宮
入
刀
匠
の
と
こ
ろ

で
毎
年
実
施
し
て
い
る
坂
城
町
伝

統
産
業
の
社
会
学
習
と
し
て
、
小

学
四
年
生
の
研
修
見
学
を
受
け
入

れ
ま
し
た
。
子
供
た
ち
は
日
本
刀

を
怖
が
っ
た
り
し
ま
せ
ん
。
率
直

な
質
問
が
飛
び
交
い
、
砥
石
や
道

具
に
興
味
を
示
し
た
り
、「
刀
を

作
っ
て
み
た
い
」「
弟
子
入
り
し

た
い
」
な
ど
と
話
す
子
が
い
た

り
、
反
応
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
純

粋
無
垢
な
子
供
た
ち
に
、
場
内
の

空
気
も
和
み
ま
す
。
彼
ら
の
深
層

心
理
の
中
に
、
少
し
で
も
日
本
刀

の
良
い
印
象
が
残
っ
て
く
れ
れ
ば

と
願
い
た
く
な
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
少
女
漫
画
「
Ｋ
Ａ

Ｔ
Ａ
Ｎ
Ａ
」
の
作
者
か
ま
た
き
み
こ
さ

ん
と
角
川
書
店
の
担
当
者
の
取
材
が
あ

り
ま
し
た
。
授
賞
式
に
も
ご
出
席
い
た

だ
き
、
日
本
刀
や
外
装
に
つ
い
て
現
物

で
確
認
し
、
刀
匠
・
研
師
・
鞘
師
・
柄

巻
師
・
白
銀
師
ら
の
仕
事
を
子
細
に
観

察
す
る
な
ど
、
漫
画
創
作
上
の
研
鑽
を

積
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。　

　

研
修
に
は
ご
く
初
心
の
方
、
自
分
の

技
術
を
少
し
で
も
高
め
た
い
方
、
趣
味

と
し
て
と
ら
え
て
い
る
方
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
立
場
で
、
ご
参
加
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
ま
た
、
中
堅
の
実
力
の
あ
る
方

が
研
修
で
力
量
を
見
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
初
歩
の
方
々
に
良
い
お
手
本
と
な

っ
た
り
、
講
師
を
含
め
て
交
流
す
る
こ

と
で
互
い
に
刺
激
し
合
う
な
ど
、
そ
れ

が
コ
ン
ク
ー
ル
で
の
良
い
結
果
に
も
結

び
つ
い
て
い
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
出
品
受
付
、
審
査
、
展

示
作
業
、
授
賞
式
、
展
示
品
の
手
入
れ
、

研
修
、
撤
収
返
却
と
、
関
係
者
が
東
京

か
ら
毎
月
の
よ
う
に
足
を
運
び
ま
し
た
。

毎
週
末
の
イ
ベ
ン
ト
は
宮
入
刀
匠
は
じ

め
、
そ
の
門
弟
と
地
元
の
方
々
で
実
施

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
公

開
研
修
と
展
覧
会
が
同
時
に
見
ら
れ
る

と
い
う
前
例
の
な
い
試
み
で
し
た
が
、

遠
路
国
内
外
よ
り
足
を
運
ば
れ
た
皆
さ

ま
に
は
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

来
年
も
同
所
に
お
い
て
ほ
ぼ
同
時
期

に
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
よ

り
充
実
し
た
展
覧
会
と
有
意
義
な
公
開

研
修
と
な
り
ま
す
よ
う
、
一
層
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。　
（
公
益
財
団
法
人

日
本
刀
文
化
振
興
協
会
）

第７回刀職技術者研修会の研修生と講師ら

第
七
回
刀
職
技
術
者
研
修
会
を
開
催

風
向
計
深 

海  

信 

彦

其之十四

つ
ま
り
誤
字
・
脱
字
、
寸
法
や
反
り

の
計
測
間
違
い
、
入
力
ミ
ス
等
に
よ

る
記
載
内
容
の
相
違
に
よ
る
変
更
届

の
不
受
理
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
で
は

解
決
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
だ
け
で

高
額
商
品
取
引
の
破
談
や
、
業
者
自

身
の
信
用
も
損
な
う
と
い
っ
た
事
態

に
至
る
こ
と
に
も
な
り
、
何
と
か
解

決
に
向
け
て
当
局
と
の
話
し
合
い
の

テ
ー
ブ
ル
に
就
く
こ
と
も
業
界
の
安

定
を
維
持
す
る
た
め
に
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
航
空
機
、
宅
配
便
、

保
険
会
社
、
警
察
署
な
ど
、
商
売
を

取
り
巻
く
環
境
に
不
利
益
と
な
る
事

件
が
起
き
な
い
こ
と
も
、
不
況
を
招

か
な
い
こ
と
の
条
件
と
も
な
る
。

　

以
上
見
て
き
た
よ
う
な
前
提
条
件

の
下
に
業
界
の
安
定
は
続
く
と
み
ら

れ
る
が
、
第
二
に
挙
げ
た
よ
う
な
内

的
要
因
か
ら
自
滅
す
る
こ
と
だ
け
は

避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ぼ
つ
ぼ

つ
、
刀
剣
界
も
成
熟
し
て
き
た
は
ず

で
あ
る
。
過
去
と
同
じ
よ
う
な
失
敗

を
繰
り
返
し
、
そ
れ
が
体
質
な
ど
と

言
っ
て
い
て
は
、
将
来
は
な
い
は
ず

で
あ
る
。

　

平
穏
な
時
代
に
こ
そ
、
備
え
を
強

固
に
す
る
英
知
を
結
集
さ
せ
た
い
も

の
で
あ
る
。

業
歴
の
長
い
刀
剣
商
ほ
ど
小
異
を
捨

て
て
大
同
に
つ
く
自
信
と
知
性
を
身

に
つ
け
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

場
で
力
を
発
揮
し
て
い
る
。
し
か

し
、
突
発
的
な
交
換
会
等
で
の
債
務

不
履
行
だ
け
は
予
測
が
困
難
で
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
同
時
多
発
的
に
惹

起
す
れ
ば
、
業
界
は
実
質
的
に
も
、

ま
た
マ
イ
ン
ド
の
点
に
お
い
て
も
急

速
に
落
ち
込
む
。
従
っ
て
、
こ
の
よ

う
な
事
故
が
起
こ
ら
な
い
こ
と
が
先

行
き
の
透
明
性
に
お
い
て
は
絶
対
条

件
と
も
な
り
得
る
の
で
あ
る
。

　

第
三
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

業
界
の
取
引
に
関
連
の
深
い
他
の
諸

団
体
、
あ
る
い
は
時
に
行
政
も
関
係

す
る
出
来
事
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち

今
回
、
研
磨
技
術
部
門
で
本
阿
彌
光

洲
師
が
重
要
無
形
文
化
財
保
持
者
に

認
定
さ
れ
た
慶
事
が
、
刀
剣
業
界
全

体
の
追
い
風
と
な
る
一
方
、
規
模
の

小
さ
い
わ
れ
わ
れ
の
業
界
は
些
細
な

こ
と
で
た
ち
ま
ち
失
速
し
て
し
ま
う

懸
念
も
あ
る
。
幸
い
に
、
刀
剣
審
査

に
当
た
る
協
会
の
経
営
は
盤
石
で
、

最
も
信
頼
に
足
る
審
査
機
関
と
し
て

不
動
の
評
価
を
得
て
い
る
こ
と
は
最

大
の
追
い
風
で
あ
り
、
一
方
の
公
益

財
団
法
人
日
本
刀
文
化
振
興
協
会
の

か
つ
て
例
を
見
な
い
精
力
的
な
対
外

啓
蒙
活
動
も
刀
関
係
者
に
と
っ
て
は

あ
り
が
た
い
援
護
で
あ
る
。
こ
の
両

団
体
と
組
合
と
の
三
者
が
協
力
し
合

え
ば
、
刀
剣
界
の
安
定
度
は
い
や
が

上
で
も
向
上
す
る
は
ず
で
あ
る
。

　

一
方
、
依
然
と
し
て
解
決
の
糸
口

さ
え
見
ら
れ
な
い
刀
剣
等
の
登
録
証

の
所
有
者
変
更
手
続
き
の
不
合
理
さ

は
、
時
と
し
て
わ
が
業
界
に
と
っ
て

は
頭
の
痛
い
逆
風
と
も
な
り
得
る
。

し
か
も
、
わ
れ
わ
れ
の
引
き
起
こ
し

た
問
題
で
あ
れ
ば
責
任
の
取
り
よ
う

も
あ
る
が
、
過
去
の
行
政
の
ミ
ス
、

し
て
お
り
、今
後
し
ば
ら
く
は
相
場
が

下
が
る
材
料
は
な
く
、
む
し
ろ
取
引

価
格
は
上
昇
傾
向
に
あ
る
と
言
え
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
今
年
三
月
十
五
日
発

行
の
第
十
六
号
本
欄
で
も
触
れ
た
よ

う
に
、
重
要
刀
剣
等
が
昔
日
の
取
引

相
場
に
戻
る
こ
と
は
指
定
数
と
取
引

価
格
と
の
「
相
対
的
ギ
ャ
ッ
プ
」
の

関
係
上
あ
り
得
な
い
。
保
存
・
特
別

保
存
・
重
要
・
特
別
重
要
と
い
っ
た

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存

協
会
（
以
下
協
会
）
の
鑑
定
・
指
定

は
今
後
も
相
場
の
指
針
と
な
る
も
の

と
し
て
重
要
度
を
増
す
こ
と
は
間
違

い
な
い
で
あ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
す
べ

て
の
刀
剣
等
は
こ
の
審
査
制
度
に
よ

っ
て
価
値
と
価
格
が
支
え
ら
れ
て
い

る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
く
、
今

後
の
価
格
上
昇
の
メ
ド
と
な
る
の
も

こ
れ
ら
の
鑑
定
・
指
定
と
言
い
得
る
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
安
定
的
な
見

通
し
に
当
た
っ
て
は
、
当
然
の
よ
う

に
前
提
条
件
も
あ
る
。

　

そ
の
第
一
は
、
何
と
い
っ
て
も
日

本
国
内
お
よ
び
世
界
各
国
の
政
治
・

経
済
の
安
定
で
あ
ろ
う
。
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
や
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
問

題
、
あ
る
い
は
ギ
リ
シ
ャ
や
ス
ペ
イ

ン
の
信
用
不
安
な
ど
、
わ
れ
わ
れ
の

あ
ず
か
り
知
ら
な
い
所
に
端
を
発
し

た
不
況
が
、
い
わ
れ
の
な
い
わ
れ

わ
れ
の
身
に
降
り
か
か
っ
た
先
の
大

不
況
の
よ
う
な
こ
と
は
例
外
と
し
て

も
、
安
倍
政
権
に
よ
る
経
済
の
諸
策

が
奏
功
し
、
回
復
基
調
が
継
続
す
る

こ
と
が
必
須
で
も
あ
ろ
う
。

　

第
二
は
、
業
界
自
身
の
安
定
で
あ

ろ
う
。
現
在
の
刀
剣
業
界
は
刀
剣
商

組
合
を
中
心
に
ま
と
ま
っ
て
お
り
、

　

刀
剣
業
界
は
今
、
一
服
の
感
が
あ

る
こ
と
は
多
く
の
人
が
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
ろ
う
。
あ
の
厳
し
い
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
の
余
波
か
ら
立
ち
直

り
、
ま
た
、
交
換
会
不
払
い
事
故
の

連
鎖
も
一
段
落
し
、
ひ
と
と
き
の
平

穏
を
迎
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

願
わ
く
ば
こ
の
秋
か
ら
冬
、
さ
ら
に

は
来
年
に
か
け
て
景
気
の
回
復
基
調

が
持
続
し
、
わ
が
業
界
に
も
遅
れ
ば

せ
な
が
ら
恩
恵
に
被
れ
る
時
節
が
到

来
し
て
ほ
し
い
と
の
期
待
感
を
抱
い

て
い
る
人
も
少
な
か
ら
ず
あ
ろ
う
。

　

そ
こ
で
、
こ
こ
数
カ
月
の
業
界
景

気
見
通
し
を
予
測
し
て
み
よ
う
。

　

ま
ず
、
足
元
の
動
向
を
見
て
み
る

と
、
前
述
の
よ
う
に
交
換
会
に
お
け

る
信
用
取
引
の
懸
念
要
因
も
あ
る
程

度
払
拭
さ
れ
、
出
品
さ
れ
る
刀
剣
な

ど
の
品
薄
状
況
は
続
く
も
の
の
、
業

者
個
人
の
マ
イ
ン
ド
は
比
較
的
落
ち

着
い
て
い
る
と
言
え
る
。
小
売
り
に

関
し
て
は
、
増
税
の
影
響
は
少
な

く
、
売
上
高
は
伸
び
な
い
ま
で
も
、

い
わ
ゆ
る
増
税
前
の
駆
け
込
み
需
要

の
反
動
減
な
ど
は
少
な
く
、
こ
れ
か

ら
秋
に
か
け
て
は
昨
年
並
み
の
販
売

額
が
期
待
で
き
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ

も
描
け
よ
う
。

　

ま
た
、
全
国
に
散
在
す
る
刀
剣
愛

好
家
の
所
有
す
る
刀
剣
等
も
、
世
代

交
代
の
時
期
を
迎
え
る
た
び
に
売
り

物
と
し
て
世
に
出
る
た
め
、
あ
た
か

も
再
生
産
さ
れ
て
い
る
が
如
く
、
品

物
の
全
体
量
は
減
少
す
る
こ
と
な
く

商
品
の
枯
渇
の
心
配
は
少
な
い
。

　

肝
心
な
相
場
は
と
見
て
み
る
と
、

極
端
な
デ
フ
レ
状
態
か
ら
脱
却
し
て

二
年
近
く
な
る
今
、
ひ
と
ま
ず
安
定
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私
が
資
料
館
に
関
連
す
る
印
刷
物
の

仕
事
を
い
た
だ
き
、
初
め
て
土
方
歳
三

資
料
館
を
訪
れ
た
の
は
、
十
三
、
四
年

ほ
ど
前
の
こ
と
で
す
（
当
時
は
印
刷
業

だ
っ
た
）。
館
長
は
歳
三
の
兄
・
土
方

隼
人
義
厳
か
ら
数
え
て
六
代
目
の
現
館

長･

愛め
ぐ
み

さ
ん
の
お
母
様
で
あ
る
五
代
目

陽
子
様
で
し
た
。

　

そ
の
こ
ろ
か
ら
何
か
と
お
付
き
合
い

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ご
縁
で
、
資

料
館
創
設
か
ら
今
年
で
ち
ょ
う
ど
二
十

周
年
と
な
る
こ
と
も
あ
り
、
当
組
合
機

関
紙
に
ぜ
ひ
と
も
ご
紹
介
し
よ
う
と
取

材
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
二
十
年
ほ
ど
で
、
東
京
多
摩
地

区
の
開
発
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
都
市
化
が
進
む
一
方
で
、
史

跡
や
歴
史
・
文
化
施
設
も
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
特
に
目
玉
と
な
っ
て
い
る
の

が
地
元
に
ゆ
か
り
の
新
選
組
で
あ
り
、

中
で
も
熱
烈
な
フ
ァ
ン
を
集
め
る
の
は

日
野
の
土
方
歳
三
生
家
に
設
立
さ
れ
た

土
方
歳
三
資
料
館
で
す
。

　

歳
三
の
生
家
は
も
と
も
と
土
方
家
墓

所
で
あ
る
石せ

き

田で
ん

寺じ

の
北
側
、
稲と

う

荷か
ん

森も
り

の

東
後
方
に
あ
り
ま
し
た
が
、
歳
三
が
十

二
歳
だ
っ
た
弘
化
三
年
（
一
八
四
六
）、

多
摩
川
の
洪
水
に
遭
い
、
母
屋
な
ど
を

現
在
の
場
所
へ
移
築
し
ま
し
た
。

　

そ
の
古
い
家
屋
は
平
成
二
年
に
建
て

替
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
生
家
の
保
存
、

史
料
公
開
を
望
む
各
方
面
か
ら
の
要
望

に
応
え
て
、
同
六
年
、
住
居
の
一
室
に

歳
三
の
遺
品
な
ど
展
示
す
る
な
ど
し
、

資
料
館
と
し
て
公
開
す
る
に
至
っ
た
の

で
す
。
そ
の
資
料
館
も
最
初
は
小
規
模

な
も
の
で
し
た
が
、
平
成
十
七
年
に
改

築
さ
れ
、
現
在
の
立
派
な
資
料
館
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

　

展
示
品
は
、
歳
三
佩
刀
と
し
て
有
名

な
和
泉
守
兼
定
、
池
田
屋
で
使
用
し
た

と
伝
わ
る
鎖く

さ
り

帷か
た

子び
ら

、
歳
三
の
内
面
を
知

る
発
句
集
な
ど
、
約
七
十
点
。
土
方
歳

三
フ
ァ
ン
必
見
の
お
宝
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
幕
末
の
資
料
が
こ
れ
ほ
ど
充
実
し

て
い
る
施
設
は
全
国
で
も
数
少
な
い
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
少
年
時
代
の
歳
三
が
庭
に
植

え
た
矢
竹
、
相
撲
の
ぶ
つ
か
り
稽
古
を

し
た
大
黒
柱
な
ど
、
生
家
な
ら
で
は
の

遺
物
も
保
存
さ
れ
て
お
り
、
歳
三
の
息

吹
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
館
長
の
土
方
愛
さ
ん
は
、
青
梅
マ

ラ
ソ
ン
に
も
参
加
し
て
、
一
〇
キ
ロ
、

時
に
は
三
〇
キ
ロ
を
走
り
込
む
と
い
う

活
発
な
女
性
で
す
。
訪
問
者
を
笑
顔
で

出
迎
え
て
く
れ
、
質
問
に
も
気
さ
く
に

応
じ
て
く
れ
ま
す
。

　
「
資
料
館
を
運
営
し
て
い
る
と
、
全

国
か
ら
い
ろ
ん
な
業
界
・
職
種
の
方
々

が
い
ら
し
て
、
私
も
勉
強
に
な
る
ん
で

す
よ
。
歳
三
さ
ん
は
俳
句
を
や
っ
て
い

た
の
で
、
俳
諧
の
専
門
家
も
お
見
え
に

な
り
ま
し
た
」
と
、
に
こ
や
か
に
話
す

愛
さ
ん
は
、
私
が
個
人
的
に
大
絶
賛
す

る
美
人
館
長
で
す
。

　

平
成
十
二
年
に
は
多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル

が
全
線
開
通
し
、
交
通
の
便
も
格
段
に

向
上
し
ま
し
た
。
高
幡
不
動
、
石
田
寺
、

日
野
宿
本
陣
な
ど
、
周
辺
に
は
歳
三
ゆ

か
り
の
史
跡
も
あ
り
、
土
方
歳
三
資
料

館
は
今
後
も
日
野
の
歴
史
散
策
コ
ー
ス

の
中
心
で
あ
り
続
け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

館
内
で
は
歳
三
遺
愛
の
和
泉
守
兼
定

の
押
形
を
は
じ
め
、
刊
行
物
や
各
種
グ

ッ
ズ
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
訪
問
者
を

喜
ば
せ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
資
料
館
の
一
般
公

開
は
月
二
回
で
あ
り
、
開
館
時
間
も
限

ら
れ
て
い
る
の
で
、
来
館
希
望
者
は
必

ず
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
し
て
か
ら
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
あ
く
ま
で
も
個
人

宅
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
、

訪
れ
る
人
は
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
切
に
願
い
ま
す
。

�

（
生
野
　
正
）

■
土
方
歳
三
資
料
館
＝
〒
１
９
１-

０
０

２
１ 

東
京
都
日
野
市
石
田
二-

一-

三　

開
館
は
毎
月
第
一
と
第
三
日
曜
日
十
二
～

十
六
時
。
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
て
。
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多
摩
モ
ノ
レ
ー
ル
万
願
寺
駅
よ
り
徒
歩
二

分
。ま
た
は
京
王
線
高
幡
不
動
駅
よ
り
徒
歩

十
五
分
。中
央
高
速
国
立
府
中
Ｉ
Ｃ
よ
り
車

で
五
分
。た
だ
し
専
用
駐
車
場
は
な
い
た

め
、周
辺
の
有
料
駐
車
場
を
利
用
の
こ
と
。

◉
土
方
歳
三
資
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館
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史
散
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の
中
心
で
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了
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祈
り
を
込
め
て
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●
新
潟
県
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岡
市

土
肥 

富
康

　

長
岡
と
い
え
ば
、
今
や
花
火
で
全
国

的
に
有
名
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
三
大

花
火
大
会
に
選
ば
れ
、
プ
ロ
の
花
火
師

が
選
ぶ
花
火
ラ
ン
キ
ン
グ
で
も
全
国
で

一
位
を
獲
得
す
る
な
ど
、
日
本
を
代
表

す
る
花
火
大
会
で
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
八
月
一
～
三
日
に
長
岡
祭
が
あ

り
、
そ
の
中
の
二
日
と
三
日
に
花
火
が

上
が
り
ま
す
。
こ
の
長
岡
花
火
は
、
太

平
洋
戦
争
時
の
長
岡
空
襲
で
亡
く
な
っ

た
方
々
の
慰
霊
と
、
長
岡
の
復
興
を
祈

願
し
て
打
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
始
ま
り

で
す
。

　

長
岡
で
は
、
昭
和
二
十
年
八
月
一
日

の
午
後
十
時
三
十
分
か
ら
二
日
の
午
前

〇
時
十
分
の
間
に
空
襲
を
受
け
、
市
街

地
の
八
割
が
焼
失
、
千
四
百
七
十
人
余

り
の
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。
私
も
空
襲

後
の
上
空
写
真
を
見
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
は
瓦
礫
に
覆
わ
れ
た
、
見

る
も
無
残
な
光
景
で
し
た
。
今
も
脳
裏

に
焼
き
付
い
て
い
ま
す
。

　

放
浪
の
画
家
・
山
下
清
も
花
火
好
き

で
知
ら
れ
て
い
て
、
長
岡
の
花
火
に
魅

了
さ
れ
た
一
人
で
す
。
名
作
「
長
岡
の

花
火
」
は
有
名
で
、
漆
黒
の
夜
空
に
大

小
色
鮮
や
か
な
花
火
が
咲
き
乱
れ
る
さ

ま
、
信
濃
川
の
河
川
敷
を
埋
め
尽
く
し

た
観
衆
、
水
面
に
映
る
花
火
ま
で
、
ち

ぎ
り
絵
で
丁
寧
に
描
い
て
い
ま
す
。
花

火
に
感
動
し
た
山
下
画
伯
は
、
作
品
と

と
も
に
「
み
ん
な
が
爆
弾
な
ん
か
作
ら

な
い
で
花
火
ば
っ
か
り
作
っ
て
た
ら
、

き
っ
と
戦
争
な
ん
て
起
き
な
か
っ
た
ん

だ
な
」
と
言
葉
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

雄
大
な
信
濃
川
か
ら
上
が
る
美
し
い

花
火
は
、
皆
の
心
を
癒
し
ま
し
た
。
そ

し
て
見
事
に
戦
後
の
復
興
を
遂
げ
た
長

岡
で
す
が
、
平
成
十
六
年
に
は
新
潟
県

中
越
地
震
が
起
こ
り
、
深
刻
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。
特
に
山
間
の
方
は
地
盤

が
崩
れ
、
山
古
志
な
ど
に
壊
滅
的
な
被

害
が
出
た
の
は
皆
さ
ま
の
記
憶
に
も
ま

だ
鮮
や
か
な
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
か
ら
皆
で
復
興
に
立
ち
上
が
ろ

う
と
、
翌
年
の
長
岡
花
火
で
は
復
興
の

願
い
を
込
め
て
、「
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
」

と
い
う
花
火
を
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
花

火
は
、
平
原
綾
香
の
「
ジ
ュ
ピ
タ
ー
」

の
音
楽
に
合
わ
せ
て
七
カ
所
か
ら
尺
玉

が
上
が
る
ワ
イ
ド
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で

す
。
こ
の
音
楽
と
花
火
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
皆
に
感
動
を
与
え

ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
毎
年
フ
ェ
ニ
ッ

ク
ス
を
上
げ
る
こ
と
に
な

り
、
そ
れ
が
名
物
と
な
っ

て
、
今
で
は
長
岡
花
火
の
看

板
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
花
火
か
ら
元
気
を
も
ら

い
、
震
災
か
ら
復
興
を
遂
げ

ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
も
ぜ
ひ
一
度
、
長

岡
の
花
火
大
会
に
お
越
し
く

だ
さ
い
、
新
潟
の
米
、
酒
、

海
の
幸
を
味
わ
い
、
花
火
を

見
て
く
だ
さ
れ
ば
、
必
ず
や

長
岡
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

花火と音楽のコラボレーション「フェニックス」

　
「
順じ

ゅ
ん

公こ
う

」
と
い
う
名
前
を
ご
存
じ
で

し
ょ
う
か
。

　

私
が
初
め
て
順
公
に
出
会
っ
た
の

は
、
三
十
年
ぐ
ら
い
前
の
こ
と
で
あ
ろ

う
か
。
知
り
合
い
の
道
具
屋
さ
ん
が

「
旧
家
か
ら
預
か
っ
て
き
た
の
だ
け
れ

ど
、
買
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
、
平
造

烈
公
は
有
名
だ
が
順
公
は
…

り
脇
指
を
持
参
し
た
。

　

多
少
傷
ん
で
い
る
が
拵
が
付
い
て
お

り
、
鐔
は
な
く
、
葵
紋
の
縁
が
付
い
て

い
た
。
中
身
は
一
尺
二
寸
ぐ
ら
い
、
全

体
に
薄
錆
が
あ
り
、
刃
文
は
見
え
る
が

鍛
え
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
中
心
に
は

花
押
だ
け
が
刻
さ
れ
て
い
る
。

　

直
胤
系
の
誰
か
だ
ろ
う
と
思
い
つ
つ

値
段
を
聞
い
た
ら
、
と
て
つ
も
な
い
金

額
を
提
示
さ
れ
た
の
で
、
丁
重
に
お
断

り
し
て
そ
の
場
は
終
わ
っ
た
。

　

そ
れ
か
ら
半
年
ぐ
ら
い
た
っ
た
こ
ろ

で
あ
ろ
う
か
、
水
戸
刀
を
調
べ
る
た
め

に
関
連
の
資
料
を
見
て
い
た
ら
、
思
わ

ず
目
を
見
張
っ
た
。
全
く
同
じ
花
押
の

作
品
が
あ
る
で
は
な
い
か
。「
順
公
」

の
作
と
あ
る
。

　

ダ
メ
も
と
で
す
ぐ
に
道
具
屋
さ
ん
へ

電
話
す
る
と
、
ま
だ
あ
る
と
の
こ
と
。

今
度
は
こ
ち
ら
か
ら
伺
い
、
相
手
の
言

い
値
で
譲
り
受
け
た
。
多
少
の
不
安
も

あ
っ
た
の
で

目
利
き
の
愛

好
家
に
電
話

を
し
た
ら
、

す
ぐ
に
や
っ

て
き
て
強
引

に
持
っ
て
い

っ
て
し
ま
っ
た
。

　

順
公
が
私
の
手
元
に
あ
っ
た
の
は
、

ほ
ん
の
数
時
間
で
あ
っ
た
。

　

順
公
と
は
、
水
戸
徳
川
家
十
代
藩
主

･

徳
川
慶よ

し

篤あ
つ

の
諡
（
贈
り
名
）
で
あ
る
。

　

九
代
藩
主
斉な

り

昭あ
き

（
烈れ

っ

公こ
う

）
は
あ
ま
り

に
も
有
名
で
あ
る
が
、
慶
篤
は
ほ
と
ん

ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
慶
篤
は
斉
昭
の

長
男
で
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
の
生

ま
れ
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
斉
昭

の
隠
居
に
伴
い
、
十
三
歳
で
藩
主
と
な

る
。
明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
水
戸
に

て
没
す
。
三
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
な
お
、

実
弟
慶
喜
は
一
橋
家
の
養
子
と
な
り
、

後
に
徳
川
十
五
代
藩
主
と
な
っ
た
。

　

烈
公
の
相
手
鍛
冶
は
勝
村
徳
勝
・
直

江
助
共
ら
で
あ
る
が
、
順
公
の
方
は
関

内
徳
宗
あ
る
い
は
横
山
祐
光
あ
た
り
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

烈
公
作
は
刀
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る

が
、
順
公
の
場
合
は
長
い
も
の
が
ほ
と

ん
ど
な
く
、
私
が
経
眼
し
た
の
も
一
尺

一
、二
寸
の
平
造
り
の
み
で
あ
る
。

　

地
元
水
戸
で
も
残
念
な
が
ら
、
順
公

に
つ
い
て
詳
し
い
こ
と
は
わ
か
ら
な

い
。
作
品
数
は
少
な
く
、
刀
剣
関
連
書

に
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
記
載
さ

れ
て
い
な
い
。

　

私
は
運
良
く
四
振
の
順
公
に
巡
り
会

い
、
入
手
し
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
も
平

造
り
の
小
脇
指
で
す
。

　

昨
年
縁
あ
っ
て
入
手
し
た
も
の
は
、

徳
宗
の
出
来
を
彷
彿
と
さ
せ
、
小
板
目

肌
立
ち
、
互
の
目
乱
れ
の
す
こ
ぶ
る
良

い
も
の
で
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ど
こ
か
で
見
て
い
な
が

ら
、
作
者
が
明
ら
か
で
な
い
た
め
に
見

過
ご
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

僭
越
な
が
ら
、
こ
の
記
事
を
き
っ
か

け
に
認
知
度
が
少
し
で
も
増
し
、
一
振

で
も
多
く
の
順
公
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、

同
郷
の
一
人
と
し
て
幸
せ
で
す
。

私
が
出
会
っ
た
珍
品･

優
品

赤
荻

　稔

土方歳三像と土方愛館長

土方歳三資料館の展示風景

花
押
の
み
刻
さ
れ
た
順
公
作
の
中
心
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刀
剣
商
リ
レ
ー
訪
問
⓲	

服
部
暁
治
さ
ん
・
一
隆
さ
ん

百
年
以
上
も
続
く
老
舗
中
の
老
舗

い
が
、
実
に
多
く
の
商
品
が
並
ん
で
い

る
。

　

現
店
主
の
暁
治
さ
ん
は
昭
和
二
十
二

年
生
ま
れ
。
五
代
目
で
あ
る
。
昭
和
の

終
わ
り
ご
ろ
に
は
、
よ
く
各
地
を
巡
っ

て
刀
剣
フ
ェ
ア
や
百
貨
店
で
の
刀
剣
展

を
開
い
た
。
現
在
は
全
国
刀
剣
商
業
協

同
組
合
の
常
務
理
事
を
務
め
る
。

　
「
お
店
の
モ
ッ
ト
ー
は
？
」
と
伺
う

と
、「
そ
ん
な
大
し
た
も
の
な
い
で
す

よ
。
あ
っ
ち
の
花
壇
に
花
を
咲
か
そ
う

と
一
生
懸
命
水
を
や
り
、
手
入
れ
を
し

た
け
ど
、
そ
こ
に
は
一
向
に
花
は
咲
か

ず
、
か
え
っ
て
全
然
別
の
所
か
ら
花
が

咲
い
て
き
た
、
と
い
う
の
が
わ
た
し
の

ビ
ジ
ネ
ス
経
験
で
す
ね
。
そ
れ
と
、
知

ら
な
い
新
し
い
街
へ
行
っ
て
、
イ
ベ
ン

ト
を
立
ち
上
げ
る
の
が
ビ
ジ
ネ
ス
の
醍

醐
味
で
し
た
」

　

ど
こ
か
ら
お
客
さ
ま
が
来
る
か
わ
か

ら
な
い
こ
の
商
売
で
は
、
つ
い
つ
い
保

守
的
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
。
筆
者
の

よ
う
な
若
手
で
あ
れ
ば
、
も
っ
と
動
か

ね
ば
と
感
化
さ
れ
た
。　

六
代
目
に
な

る
子
息
の
一
隆

さ
ん
は
、
昭
和

五
十
年
生
ま

れ
の
三
十
九

歳
。
学
生
時
代

か
ら
各
地
で
行

う
即
売
会
な
ど

の
手
伝
い
を
通

し
て
、
刀
剣
類

に
親
し
ん
で
き

た
。
い
っ
た
ん

は
一
般
企
業
に

就
職
し
た
も
の

の
、
歴
史
へ
の

深
い
興
味
も
あ

っ
て
、
自
然
と

こ
の
道
に
惹
か

れ
た
と
い
う
。

　

こ
こ
日
本
橋

界
隈
の
お
店
に
は
、
美
術
品
以
外
で
も

魅
力
的
な
商
品
が
さ
ま
ざ
ま
並
ぶ
。
服

部
美
術
店
で
刀
を
買
っ
て
も
、
髙
島
屋

で
お
土
産
を
買
っ
て
帰
れ
ば
、
奥
さ
ん

の
機
嫌
を
損
ね
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。�

（
大
平
将
広
）

■
服
部
美
術
店
＝
〒
１
０
３-

０
０
２

７ 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
三-

五-

一
二 

吉
野
ビ
ル
二
階　

☎
〇
三-

三
二
七
四-

五
一
七
〇　

http://www.katana-
hattori.com

/m
ain.htm
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東
京
メ
ト
ロ
日
本
橋
駅
か
ら
徒
歩
三

分
、
Ｊ
Ｒ
東
京
駅
や
地
下
鉄
京
橋
駅
・

宝
町
駅
か
ら
で
も
五
分
と
い
う
圧
倒
的

に
ア
ク
セ
ス
の
良
い
立
地
に
、
老
舗
刀

剣
店
が
あ
る
。

　

周
知
の
通
り
、
服
部
美
術
店
の
歴
史

は
古
く
、
刀
剣
業
界
で
は
老
舗
中
の
老

舗
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

初
代
店
主
の
服
部
伊
三
郎
氏
は
、
幕

末
の
刀
剣
店
、
村
田
屋
に
婿
養
子
と
し

て
入
る
。
明
治
の
初
年
、
伊
三
郎
氏
が

店
を
継
ぎ
、
屋
号
が
服
部
刀
剣
店
と
な

る
。
そ
の
後
、
時
代
の
流
れ
と
も
に
幾

度
か
の
屋
号
の
変
更
が
あ
り
、
現
在
の

服
部
美
術
店
と
な
っ
た
。
戦
時
中
に
は
、

軍
の
要
請
に
よ
り
鍛
刀
所
も
運
営
し
た
。

　

店
舗
は
現
在
の
日
本
橋
に
至
る
ま

で
、
神
田
柳
原
（
現
岩
本
町
）
に
始
ま

り
、
同
淡
路
町
、
大
阪
府
上
本
町
（
関

東
大
震
災
に
よ
る
疎
開
）、
静
岡
県
三

島
市
、
同
沼
津
市
、
そ
し
て
再
び
都
内

に
帰
っ
て
銀
座
・
歌
舞
伎
座
近
く
と
、

変
遷
し
た
。

　

店
内
に
入
る
と
、
決
し
て
広
く
は
な

服部美術店６代目の一隆さん

　

名
刀
会
は
、
今
か
ら
二
十
年
前
の
平

成
六
年
一
月
二
十
八
日
に
「
刀
美
会
」

と
し
て
発
足
、
そ
の
後
「
名
刀
会
」
と

し
て
改
組
し
今
日
に
至
る
と
い
う
。

　

前
身
の

刀
美
会
は
、

現
在
組
合

が
所
有
し

て
事
務
局

を
置
く
新

宿
の
マ
ン

シ
ョ
ン
の

購
入
費
用

を
、
歩
金

で
支
払
っ

て
い
く
と

い
う
重
い

役
目
を
担

っ
て
発
足

し
た
。
そ

れ
は
折
か

ら
の
、
い

わ
ゆ
る「
バ

ブ
ル
の
崩

壊
」
に
遭

遇
し
、
資

産
価
値
は

下
が
る
一
方
で
残
債
は
残
る
と
い
う
厳

し
い
現
実
の
中
で
の
会
運
営
で
あ
っ
た

と
聞
く
。

　

会
は
髙
橋
歳
夫
氏
が
代
表
会
主
と
な

り
、
荒
勢
英
一
氏
・
飯
田
一
雄
氏
・
城

所
稔
氏
・
黒
川
精
吉
氏
・
服
部
暁
治

氏
・
深
海
信
彦
氏
・
冥
賀
吉
也
氏
ら
八

名
が
発
起
人
と
な
り
、
さ
ら
に
朝
倉
万

幸
氏
と
齋
藤
光
興
氏
の
両
名
が
加
わ
っ

た
。
刀
美
会
発
足
の
意
義
は
、
刀
剣
業

界
の
健
全
性
・
継
続
性
を
保
ち
、
交
換

会
の
発
展
を
使
命
と
し
て
お
り
、
十
年

を
か
け
て
そ
の
趣
旨
を
全
う
し
、
刀
美

会
の
役
目
を
終
え
た
と
い
う
。

　

そ
の
後
平
成
十
六
年
に
「
名
刀
会
」

と
改
組
し
、
十
名
の
均
等
出
資
に
よ
る

会
と
し
て
新
た
に
発
足
し
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
は
髙
橋
歳
夫
氏
・
朝
倉
万
幸

氏
・
飯
塚
賢
路
氏
・
川
島
貴
敏
氏
・
黒

川
精
吉
氏
・
齋
藤
恒
氏
・
新
堀
孝
道

氏
・
服
部
暁
治
氏
・
深
海
信
彦
氏
・
冥

賀
吉
也
氏
が
出
資
者
に
名
を
連
ね
て
い

る
。

　

刀
美
会
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
会
も
、

今
年
で
二
十
周
年
を
迎
え
る
。
ま
だ
ま

だ
暑
い
晩
夏
の
最
後
を
締
め
く
く
る
八

月
二
十
四
日
、
名
刀
会
二
十
周
年
記
念

大
会
が
、
定
宿
の
あ
た
み
石
亭
で
盛
大

に
執
り
行
わ
れ
た
。

　

会
場
に
は
開
始
時
刻
を
待
ち
切
れ
な

い
参
会
者
の
熱
気
が
あ
ふ
れ
、
朝
十
時

と
同
時
に
髙
橋
代
表
の
挨
拶
か
ら
競
り

に
入
っ
た
。
午
前
の
成
り
行
き
か
ら
始

ま
り
、
次
々
と
並
ぶ
生
ぶ
荷
に
会
場
は

瞬
く
間
に
盛
り
上
が
り
を
見
せ
た
。

　

午
後
も
生
ぶ
荷
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、

最
後
の
入
札
に
は
平
安
期
の
重
要
刀
剣

や
重
要
美
術
品
な
ど
の
名
品
も
飛
び
出

し
た
。
締
め
て
み
れ
ば
、
一
億
八
百
万

円
と
い
う
出
来
高
を
た
た
き
出
し
た
。

こ
の
数
字
は
、
刀
剣
業
界
の
発
展
と
交

換
会
の
健
全
化
に
尽
く
し
て
き
た
役
員

の
方
々
の
努
力
が
、
確
実
な
成
果
と
な

っ
て
実
を
結
ん
だ
証
拠
で
あ
ろ
う
。

　

髙
橋
氏
曰
く
、「
今
一
度
兜
の
緒
を
締

め
、
交
換
会
に
お
け
る
マ
ナ
ー
を
わ
き

ま
え
、
武
士
の
表
道
具
、
刀
剣
、
甲
冑
、

小
道
具
等
を
扱
う
刀
剣
商
と
し
て
、
美

術
商
の
見
本
に
な
る
べ
き
で
あ
る
」と
。

　

そ
う
い
っ
た
意
識
を
高
く
保
つ
こ
と

も
ま
た
、
刀
剣
業
界
、
交
換
会
の
健
全

性
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

�

（
大
西
芳
生
）

て
い
く
原
動
力
と
な
り
ま
し
た
。

　

父
の
教
え
の
中
で
最
も
大
事
に
し
て

い
る
の
が
、「
本
質
を
見
失
う
な
」
と

い
う
こ
と
で
す
。
損
得
や
毀き

誉よ

褒ほ
う

貶へ
ん

に

と
ら
わ
れ
ず
、
研
ぎ
の
仕
事
や
刀
そ

の
も
の
に
つ
い
て
、
本
当
に
良
い
も
の
、

美
し
い
も
の
は
何
か
と
い
う
こ
と

を
考
え
続
け
る
こ
と
こ
そ
が
、
刀

と
向
き
合
う
上
で
最
も
大
切
だ
と

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
父
に

は
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
に
な
っ
て
や
っ
と
コ
ン
ク

ー
ル
に
出
品
で
き
る
ま
で
に
な
り

ま
し
た
が
、
自
分
に
と
っ
て
は
こ

れ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
一
人
前
の
研
師
に
な
れ

る
よ
う
、
ま
だ
ま
だ
学
ぶ
べ
き
こ

と
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
し

て
そ
の
中
で
、「
本
質
と
は
何
か
」

阿
部 

聡
一
郎
（
研
師
）

本
物
を
見
極
め
、

　

 

本
質
を
と
ら
え
た
い
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と
い
う
こ
と
を
常
に
考
え
な
が
ら
、
こ

れ
か
ら
も
努
力
し
続
け
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

■
連
絡
先
＝
〒
１
１
３-

０
０
２
４ 

東

京
都
文
京
区
西
片
二-

一
六-

五　

☎
〇

三-

三
八
一
四-

八
六
〇
七

■
一
筆
啓
上

　

阿
部
聡
一
郎
さ
ん
は
、
昭
和
六
十
一
年

生
ま
れ
の
二
十
七
歳
。
氏
を
一
言
で
表
す

と
す
る
と
「
温
厚
篤
実
」
な
人
と
い
っ
た

と
こ
ろ
か
。

　

現
在
、
刀
剣
研
磨
師
の
二
代
目
と
し
て

修
業
中
の
彼
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美

術
刀
剣
保
存
協
会
な
ど
の
鑑
定
会
に
参
加

し
、
鑑
識
眼
を
磨
い
て
き
た
。
近
年
で
は

運
営
側
と
し
て
も
各
鑑
定
会
に
参
加
す
る

よ
う
に
な
り
、
持
ち
前
の
真
面
目
で
実
直

な
働
き
ぶ
り
か
ら
、
各
会
に
引
っ
張
り
だ

こ
で
あ
る
。
そ
ん
な
彼
を
見
か
け
た
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
。

　

口
数
が
多
い
方
で
は
な
く
、
目
立
つ
方

で
も
な
い
が
、
誰
よ
り
も
率
先
し
て
仕
事

に
取
り
組
み
、
最
後
ま
で
実
直
に
自
ら
の

役
割
を
果
た
す
後
ろ
姿
を
見
て
い
る
と
、

仕
事
場
で
の
彼
の
働
き
ぶ
り
を
想
像
す
る

こ
と
は
た
や
す
い
。

　

寡
黙
に
淡
々
と
、
さ
れ
ど
確
実
に
一
歩

ず
つ
技
量
の
厚
み
を
増
し
て
い
る
彼
の
よ

う
な
人
間
の
才
能
が
花
開
き
、
活
躍
さ
れ

る
日
を
待
ち
望
み
ま
す
。�

（
飯
田
慶
雄
）

　

高
校
卒
業
後
、
大
学
に
通
い
な
が
ら

研
師
で
あ
る
父
の
元
に
弟
子
入
り
し
、

今
年
で
九
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

研
師
の
息
子
と
い
う
と
、
小
さ
い
こ

ろ
か
ら
家
業
を
継
ぐ
よ
う
に
決
め
ら
れ

て
い
た
と
か
、
刀
剣
の
世
界
に
触
れ
な

が
ら
育
っ
た
よ
う
に
言
わ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
実
際
、
仕
事
場
に
は
い
つ

も
刀
が
あ
り
、
博
物
館
な
ど
の
刀
の
展

示
に
も
何
度
か
連
れ
て
い
っ
て
も
ら
っ

た
り
し
た
の
で
、
同
じ
年
代
の
子
供
よ

り
は
刀
に
馴
染
み
が
あ
っ
た
と
は
思
い

ま
す
。
が
、
父
は
「
自
分
の
や
り
た
い

こ
と
を
や
れ
ば
い
い
」
と
、
仕
事
を
継

ぐ
よ
う
に
強
制
す
る
こ
と
は
全
く
な

く
、
自
分
も
そ
れ
ほ
ど
刀
や
研
ぎ
に
興

味
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

研
師
に
な
る
こ
と
を
初
め
て
真
剣
に

考
え
た
の
は
、
高
校
三
年
生
と
な
り
進

路
を
決
め
る
時
期
に
な
っ
て
か
ら
で
し

た
。
人
と
関
わ
り
な
が
ら
進
め
る
仕
事

よ
り
も
、
一
人
で
じ
っ
く
り
取
り
組
む

仕
事
の
方
が
自
分
に
は
合
っ
て
い
る
と

思
い
、
父
に
頼
ん
で
、
仕
事
の
手
伝
い

を
し
な
が
ら
、
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
で

大
学
に
通
う
と
い
う
修
業
生
活
を
四
年

間
続
け
ま
し
た
。

　

父
の
教
え
は
仕
事
に
つ
い
て
だ
け
で

な
く
、
刀
の
鑑
定
や
知
識
、
作
法
、
日

常
の
雑
事
、
他
者
へ
の
気
遣
い
に
ま
で

及
び
ま
し
た
。
私
は
、
研
ぎ
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
刀
に
つ
い
て
も
全
く
の
素

人
だ
っ
た
の
で
、
仕
事
を
覚
え
る
こ
と

と
学
業
と
の
両
立
は
大
変
で
し
た
が
、

自
分
で
選
ん
だ
道
だ
っ
た
の
で
、
や
め

た
い
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し

て
、
で
き
る
こ
と
が
増
え
て
い
く
に
つ

れ
て
、
次
第
に
仕
事
の
楽
し
さ
や
刀
の

素
晴
ら
し
さ
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

何
よ
り
、
父
の
仕
事
に
対
す
る
真
摯

で
真
っ
直
ぐ
な
姿
勢
と
、
父
の
仕
事
が

人
に
感
動
を
与
え
ら
れ
る
こ
と
を
毎
日

隣
で
見
続
け
た
こ
と
が
、
仕
事
を
続
け

阿部聡一郎さん（右）と父・一紀氏

20周年を迎えた名刀会

名
刀
会
二
十
周
年
記
念
大
会
開
く
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南
北
朝
期
か
ら
明
治
初
年
に
か
け

て
製
作
さ
れ
た
鉄
鐔
の
み
を
掲
載
し

た
一
書
が
、
六
月
三
十
日
に
発
行
さ

れ
た
。

　

こ
の
作
品
集
は
、
公
益
財
団
法
人

日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
が
昨
年
の

十
月
二
十
六
・
二
十
七
日
の
二
日
間
、

新
宿
・
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
に
て
全

国
大
会
を
開
催
し
た
折
、
そ
の
一
環

と
し
て
刀
剣
博
物
館
に
展
示
し
た
鉄

鐔
（
鐔
一
一
四
点
、
刀
装
二
点
）
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　

十
章
に
構
成
さ
れ
、
わ
か
り
や
す

く
分
類
さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
は
古
刀
匠
・
古
甲
冑
師
・

応
仁
・
鎌
倉
・
京
透
・
古
正
阿
弥
を

取
り
上
げ
、一
ペ
ー
ジ
に
一
点
と
、余

白
も
十
分
あ
り
、
ほ
ぼ
原
寸
大
の
カ

ラ
ー
写
真
は
実
物
を
そ
の
ま
ま
見
て

い
る
感
す
ら
あ
る
。
お
の
お
の
の
解

説
は
刀
剣
博
物
館
主
任
学
芸
員
の
久

保
恭
子
氏
が
執
筆
し
、
見
ど
こ
ろ
な

ど
を
簡
潔
に
書
き
添
え
て
い
る
。
ま

た
、英
訳
文
が
加
え
ら
れ
、外
国
人
に

と
っ
て
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。

　

圧
巻
は
第
三
章
で
あ
る
。
信
家
・

金
家
・
埋
忠
の
名
品
が
数
多
く
掲
載

さ
れ
て
い
る
。
金
家
が
鐔
製
作
の
王

者
で
あ
る
こ
と
に
は
、
誰
も
異
論
が

な
い
と
思
わ
れ
る
。
現
に
鐔
・
刀
装

具
類
の
重
要
文
化
財
（
二
八
点
）
と

重
要
美
術
品
（
七
九
点
）
の
う
ち
、

金
家
が
そ
れ
ぞ
れ
四
点
と
一
六
点
を

占
め
、
信
家
は
一
点
・
な
し
、
埋
忠

明
寿
は
二
点
・
六
点
で
あ
る
。

　

今
回
、
金
家
の
重
要
美
術
品
が
五

点
、重
美
に
匹
敵
す
る
名
鐔
六
点
の
、

合
計
一
一
点
が
一
堂
に
集
ま
っ
た
。

素
晴
ら
し
い
こ
と
で
あ
る
。
展
示
の

金
家
は
す
べ
て
在
銘
で
あ
る
た
め
、

表
裏
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

一
層
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

な
お
、
巻
末
に
は
刀
装
具
に
関

す
る
語
彙
集
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

非
常
に
参
考
に
な
っ
た
。
例
え
ば
、

「
肉し

し

合あ
い

彫ぼ
り

」（
文
様
の
輪
郭
を
少
し
彫

り
下
げ
、
そ
こ
に
薄
肉
彫
を

施
し
浮
い
た
よ
う
に
見
せ
る

技
法
）
や
「
薄
肉
彫
」（
低

く
彫
り
上
げ
た
高
彫
よ
り
肉

取
り
の
薄
い
も
の
）、「
肉
彫

り
」（
対
象
を
立
体
的
に
彫

り
上
げ
る
手
法
）
等
々
、
用

語
の
関
連
性
も
あ
っ
て
わ
か

り
や
す
い
。

　

こ
の
作
品
集
は
総
ペ
ー
ジ

一
五
一
、
Ａ
Ｂ
判
、
ハ
ー
ド

カ
バ
ー
装
の
豪
華
本
で
あ

る
。
そ
れ
で
い
て
、
価
格

も
求
め
や
す
い
。
刀
剣
博

物
館
二
階
で
販
売
し
て
い

る
。
問
い
合
わ
せ
は
☎
〇
三

-

三
三
七
九-

一
三
八
六
へ
。

 

（
冥
賀
吉
也
）

名
鐔
百
余
点
が
圧
巻
、手
に
取
る
よ
う
に
見
え
る

『
鉄
鐔
―「
鉄
の
華
」展
作
品
集
』

�

二
七
〇
〇
円
（
税
込
）

�

公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会

　

私
の
趣
味
は
い
ろ
い
ろ
で
す
。
映
画

鑑
賞
や
温
泉
旅
行
、
家
庭
菜
園
、
ハ
イ

キ
ン
グ
に
高
原
へ
出
か
け
る
こ
と
、
そ

し
て
冬
に
な
る
と
ス
キ
ー
で
す
。
そ
れ

ら
の
中
で
も
、
最
近
は
特
に
ス
キ
ー
に

ハ
マ
っ
て
い
ま
す
。

　

仲
間
と
と
も
に
旅
行
か
た
が
た
、
地

元
の
ス
キ
ー
場
へ
よ
く
出
か
け
ま
す
。

白
銀
に
輝
く
那
須
連
山
を
見
な
が
ら
滑

る
爽
快
感
は
格
別
で
す
。
朝
か
ら
暗
く

な
る
ま
で
無
心
に
滑
っ
た
後
は
、
温
泉

に
浸
か
り
、
郷
土
料
理
を
堪
能
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
若
か
り
し
こ
ろ
鳴
ら
し
た

と
は
い
え
、
六
十
歳
を
過
ぎ
た
老
体
ス

キ
ー
ヤ
ー
に
は
、
体
力
的
に
か
な
り
し

ん
ど
い
の
も
事
実
で
す
。
そ
れ
で
も
、

あ
の
爽
快
感
が
忘
れ
ら
れ
ず
、
ま
た
滑

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
久
し
ぶ
り
に
ス
キ
ー
に

挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

機
会
が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
一
緒
に
滑
り
に

行
き
ま
し
ょ
う
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
、

ス
ト
レ
ス
解
消
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に
も

つ
な
が
り
ま
す
。

　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
と
言
え
ば
も
う
一
つ
、

庭
木
の
手
入
れ
と
家
庭
菜
園
は
、
今
ま

で
全
く
興
味
の
湧
か
な
い
も
の
で
し
た

が
、
こ
の
年
に
な
っ
て
始
め
ま
し
た
。

季
節
ご
と
に
実
る
野
菜
の
収
穫
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な
趣
味
の
数
々
が
、

仕
事
の
活
力
源
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

❺

那
須
を
滑
る

那
須
を
滑
る瀬

下
　明
（
丸
英
美
術
刀
剣
店
）

白銀に輝く那須連山

伝統工芸木炭生産技術保存会の皆さん

　

文
化
審
議
会
（
宮
田
亮
平
会
長
）
は

七
月
十
八
日
、
木
炭
製
造
を
選
定
保
存

技
術
に
選
定
し
、
伝
統
工
芸
木
炭
生
産

技
術
保
存
会
（
坪
内
哲
也
代
表
）
を
保

存
団
体
に
認
定
す
る
よ
う
文
部
科
学
大

臣
に
答
申
し
た
。

　

選
定
保
存
技
術
と
は
、
文
化
財
保
存

に
不
可
欠
な
文
化
財
の
補
修
技
術
、
そ

れ
に
用
い
ら
れ
る
材
料
お
よ
び
道
具
の

製
作
技
術
な
ど
を
指
し
て
い
る
。
文
化

財
保
護
法
で
は
、
選
定
保
存
技
術
を
選

定
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
技
を
保
持
し

て
い
る
個
人
ま
た
は
技
の
保
存
事
業
を

行
う
団
体
を
そ
れ
ぞ
れ
保
持
者
お
よ
び

保
持
団
体
と
し
て
認
定
す
る
こ
と
を
定

め
て
い
る
。

　

木
炭
は
か
つ
て
全
国
で
生
産
さ
れ
て

い
た
が
、
社
会
の
変
化
と
と
も
に
製
造

者
が
激
減
、
刀
剣
製
造
に
用
い
る
松
炭

や
、
漆
器
・
金
属
器
の
研
磨
に
用
い
る

駿
河
炭
（
桐
炭
）
な
ど
は
代
替
が
き
か

な
い
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
間
で
危
機

が
叫
ば
れ
て
き
た
。

　

同
保
存
会
は
全
日
本
刀
匠
会
の
有
志

と
、
岡
山
県
久
米
郡
美
咲
町
の
大
山
炭

焼
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
組
織
。
平
成

十
八
年
以
来
、
木
炭
製
造
や
伝
承
者
養

成
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
昨
年
、
保

存
会
を
設
立
し
、
今
回

の
選
定
・
認
定
に
結
び

つ
い
た
。

　

昨
年
は
松
炭
十
四
ト

ン
を
生
産
し
、
全
国
の

刀
匠
に
出
荷
し
た
。
ま

た
駿
河
炭
生
産
の
研
究

に
も
着
手
、
成
果
が
期

待
さ
れ
る
。

　

な
お
、
刀
剣
・
武
具

関
係
の
選
定
保
存
技
術

の
保
持
者
に
は
、
玉
鋼

製
造
（
た
た
ら
吹
き
）

の
公
益
財
団
法
人
日
本

美
術
刀
剣
保
存
協
会

（
団
体
）
と
木
原
明
・

渡
部
勝
彦
（
個
人
）、

甲
冑
修
理
の
小
澤
正
実

（
同
）
が
い
る
。

木
炭
製
造
が
選
定
保
存
技
術
に

　

今
年
で
九
回
目
を
迎
え
る
「
お
守
り

刀
展
覧
会
」（
全
日
本
刀
匠
会
主
催
）

が
本
年
度
は
備
前
長
船
刀
剣
博
物
館
・

大
阪
歴
史
博
物
館
の
二
会
場
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
そ
れ
に
先
立
ち
七
月
二
十

九
・
三
十
日
に
、
後
援
の
文
化
庁
の
担

当
官
立
ち
会
い
の
下
、
厳
正
に
審
査
が

執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
の
部
十
四
点
、
刀
身
の
部
三
十

六
点
、
外
装
の
部
十
四
点
、
招
待
出
品

五
点
と
、
昨
年
を
上
回
る
出
品
が
あ

り
、
昨
年
度
よ
り
最
高
賞
の
文
部
科
学

大
臣
賞
が
交
付
さ
れ
一
層
の
注
目
が
集

ま
る
中
、
本
年
度
は
総
合
部
門
第
一
席

の
三
上
貞
直
刀
匠
が
受
賞
。
特
別
賞
の

日
立
金
属
賞
と
駐
日
ポ
ー
ラ
ン
ド
共
和

国
大
使
賞
の
両
賞
は
川
﨑
晶
平
刀
匠
が

受
賞
。
新
人
賞
は
上
山
輝
平
刀
匠
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

巡
回
展
と
な
る
大
阪
歴
史
博
物
館
で

は
、
お
守
り
刀
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

や
日
本
刀
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
入
館
者
が
選

ぶ
作
品
人
気
投
票
な
ど
の
企
画
が
あ

り
、
一
万
五
千
人
が
訪
れ
た
前
回
展
を

上
回
る
集
客
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

│
　
＊　

│

備
前
長
船
刀
剣
博
物
館

九
月
十
九
日
㈮
～
十
月
二
十
六
日
㈰

大
阪
歴
史
博
物
館（
八
ペ
ー
ジ
に
詳
細
）

十
一
月
一
日
㈯
～
十
二
月
二
十
三
日
㈫

�

（
月
山
貞
伸
）

第
九
回「
お
守
り
刀
展
覧
会
」入
賞
者
決
ま
る

文
部
科
学
大
臣
賞
の

三
上
貞
直
氏
の
作
品

総
合
の
部

一席・特賞 文部科学大臣賞 三上　孝德

二席・特賞 大阪市長賞 明珍　裕介

三席・特賞 大阪市教育委員会賞 川﨑　仁史

四席・入賞 ワコースポーツ・文化振興財団賞 河内　一平

刀
身
の
部

一席・特賞 岡山県知事賞 川﨑　仁史

二席・特賞 　瀬戸内市長賞 三上　孝德

三席・特賞 大阪府教育委員会賞 明珍　裕介

四席・入賞 大阪歴史博物館館長賞 月山　一郎

五席・入賞 備前長船刀剣博物館館長賞 宗　　正敏

六席・入賞 山陽新聞社賞 古川　信夫

七席・入賞 テレビせとうち賞 安達　茂文

八席・入賞 全日本刀匠会賞 河内　一平

九席・入賞 全日本刀匠会賞 久保　善博

佳作 上山　陽三

佳作 吉川　三男

佳作 松川　　隆

外
装
の
部

一席・特賞 大阪府知事賞 明珍　裕介

二席・特賞 坂城町長賞 三上　孝德

三席・特賞 岡山県教育長賞 川﨑　仁史

四席・入賞 瀬戸内市教育長賞 河内　一平

佳作 桑野　敏朗

佳作 高見　一良

特別賞 日立金属賞 川﨑　仁史

特別賞 駐日ポーランド共和国大使賞 川﨑　仁史

新人賞 上山　陽三
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イ
ベ
ン
ト
・
リ
ポ
ー
ト

江
戸
東
京
博
物
館

「
軍
師
官
兵
衛
」展
で
黒
田
家
ゆ
か
り
の
名
刀
を
見
る

　

五
月
二
十
七
日
か
ら
七
月
十
三
日
ま

で
、
江
戸
東
京
博
物
館
で
「
軍
師
官
兵

衛
」
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

黒
田
孝よ

し

高た
か

如
水
こ
と
官
兵
衛
に
関
す

る
展
覧
会
は
各
所
で
行
わ
れ
て
い
る

が
、
展
示
品
で
い
え
ば
こ
の
会
が
一
番

で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
小
生
は
、

文
書
や
書
き
付
け
な
ど
数
多
く
の
展
示

品
は
さ
て
お
き
、
刀
剣
類
に
限
定
し
て

鑑
賞
し
て
み
た
。

　

ま
ず
は
、
名
物
「
安
宅
切
」
備
州
長

船
祐
定
、
大
永
二
年
八
月
日
、（
金
象

嵌
）
あ
た
き
切
脇
毛
落
。

　

こ
れ
は
天
正
九
年
（
一
五
八
一
）
に

黒
田
官
兵
衛
が
阿
波
か
ら
淡
路
へ
海
を

渡
り
、
三
好
一
族
の
安
宅
河
内
守
の
居

城
由
良
城
を
攻
め
、
こ
の
と
き
に
官
兵

衛
が
剛
強
の
勇
士
、
安
宅
河
内
守
を
自

ら
討
ち
取
っ
た
刀
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
。

　

刀
身
は
末
備
前
の
上
げ
身
だ
が
、
拵

の
方
が
「
へ
し
切
長
谷
部
」
と
同
じ
で

あ
り
、
桃
山
時
代
を
反
映
し
た
も
の
で

あ
る
。
そ
ち
ら
の
方
が
重
要
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
展
示
さ
れ

て
は
い
な
い
。
何
故
だ
か
、
よ
く
わ
か

ら
ん
。
刀
と
拵
が
そ
ろ
っ
て
こ
そ
、
重

文
で
名
物
の
「
安
宅
切
」
だ
ろ
う
。

　

名
物
「
岩
切
海
部
」。

　

海
部
氏
吉
の
在
銘
作
。
名
前
の
由
来

は
、
こ
の
刀
で
岩
を
切
っ
た
と
さ
れ
る

こ
と
か
ら
。
三
好
長
慶
の
愛
刀
を
経

て
、
黒
田
家
に
伝
来
。

　

国
宝
、
名
物
「
日
光
一
文
字
」。

　

日
光
二
荒
権
現
神
社
の
社
宝
だ
っ
た

一
文
字
の
名
刀
を
、
戦
国
時
代
初
期
の

梟き
ょ
う

雄ゆ
う

、
北
条
早
雲
が
強
奪
し
た
。
北
条

家
五
代
氏
直
の
と
き
に
豊
臣
秀
吉
に
よ

る
小
田
原
攻
め
が
あ
り
、
北
条
は
降
伏

す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
に
秀
吉

と
の
調
停
の
労
を
執
っ
た
黒
田
如
水
に

お
礼
と
し
て
氏
直
が
送
っ
た
も
の
。

　

重
要
美
術
品
「
備
前
国
住
義
次
」

（
号
南
山
刀
）。

　

南
北
朝
時
代
の
刀
工
義
次
の
作
。
義

次
は
系
統
不
詳
で
あ
る
が
、
雲
類
に
通

じ
て
い
る
。
朝
鮮
出
兵
の
際
に
行
わ
れ

た
虎
狩
り
で
、
菅
正
利
が
虎
を
切
っ
た

太
刀
。
林
羅
山
に
よ
り
「
南
山
」
と
命

名
さ
れ
た
菅
は
、
黒
田
二
十
四
騎
に
名

を
連
ね
る
黒
田
家
家
臣
。
剣
豪
と
し
て

も
知
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
。

　

脇
指
、
名
物
「
碇い

か
り

切ぎ
り

」。

　
「
名
物
三
作
」
に
は
、
黒
田
如
水
が

こ
の
刀
で
碇
を
切
っ
て
船
を
出
発
さ

せ
た
の
で
こ
の
名
が
付
い
た
と
あ
り
、

「
御
数
家
御
宝
家
故
」
に
は
、
官
兵
衛

の
子
の
長
政
が
碇
の
下
に
屈
み
込
ん
だ

敵
を
碇
ご
と
切
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、

こ
の
名
が
あ
る
と
い
う
。
後
に
二
代
福

岡
藩
主
の
忠
之
が
脇
指
に
磨
り
上
げ

た
。
古
三
原
あ
た
り
の
作
か
。

　

最
後
は
、
薙
刀
、
名
物
「
権
藤
鎮

教
」。

　
「
名
物
三
作
」
に
は
、
秀
吉
の
朝
鮮

出
兵
の
折
に
、
如
水
目
が
け
て
襲
い
か

か
っ
て
き
た
虎
を
、
家
臣
の
権
藤
某
が

こ
の
薙
刀
で
仕
留
め
、
如
水
を
救
っ

た
と
あ
り
、
以
後
こ
の
薙

刀
は
黒
田
家
伝
来
と
な
っ

た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
刀
剣
類

だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
あ
る

の
で
す
。
で
す
か
ら
、
他

の
展
示
品
も
含
め
て
、
相

当
な
面
白
さ
だ
と
思
い
ま

す
。�

（
持
田
具
宏
）

三
井
記
念
美
術
館

「
超
絶
技
巧
！ 

明
治
工
芸
の
粋
」に
息
を
の
む

　

学
生
時
代
、
友
人
た
ち
と
集
ま
っ
て

は
よ
く
軽
音
楽
の
寸
評
を
し
た
。
複
雑

怪
奇
な
ド
ラ
ム
、
指
何
本
あ
る
の
？ 

と
聞
き
た
く
な
る
ピ
ア
ノ
や
弦
楽
器
。

圧
倒
的
な
演
奏
技
術
を
突
き
付
け
ら

れ
、
そ
れ
に
ひ
れ
伏
し
た
い
と
い
う
気

持
ち
を
、
若
者
ら
し
く
誰
も
が
持
っ
て

い
た
と
思
う
。

　
「
ま
だ
で
き
る
、
で
も
や
ら
な
い
」

と
い
う
よ
う
な
余
裕
あ
る
渋
い
演
奏
を

聴
い
て
も
「
バ
イ
ト
代
で
買
っ
た
レ
コ

ー
ド
は
ク
ル
ク
ル
回
っ
て
い
る
ん
だ

ぜ
。
も
っ
と
音
を
た
く
さ
ん
入
れ
て
く

れ
、
ケ
チ
！
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

し
か
し
歳
を
重
ね
、
古
い
友
人
た
ち

と
集
ま
っ
た
折
に
速
弾
き
の
必
殺
技
連

発
の
そ
れ
ら
を
再
び
聴
く
と
、「
な
ん

か
聴
い
て
い
て
疲
れ
る
よ
な
」
と
苦
労

し
て
い
る
演
奏
家
を
よ
そ
に
、
実
に
勝

手
な
言
い
分
と
な
る
。
そ
こ
で
導
き
出

さ
れ
る
、
少
し
だ
け
大
人
に
な
っ
た
わ

れ
わ
れ
の
結
論
は
、「
バ
カ
テ
ク
ミ
ュ

ー
ジ
シ
ャ
ン
は
自
分
の
技
に
溺
れ
る
テ

ク
馬
鹿
に
な
る
ん
だ
な
」
と
い
う
、
か

な
り
失
礼
な
も
の
だ
っ
た
。

　

こ
ん
な
昔
の
こ
と
を
思
い
出
し
た
の

に
は
訳
が
あ
る
。
最
近
、
展
覧
会
で
バ

カ
テ
ク
を
突
き
付
け
ら
れ
た
の
だ
。

　
「
超
絶
技
巧
」
と
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル

の
付
い
た
展
覧
会
が
四
月
十
九
日
か
ら

七
月
十
三
日
ま
で
、
日
本
橋
の
三
井
記

念
美
術
館
で
あ
っ
た
。
誰
が
見
て
も
そ

の
凄
さ
が
わ
か
る
と
い
う
、
名
実
と
も

に
直
球
勝
負
の
展
覧
会
だ
。
わ
れ
わ
れ

組
合
員
に
縁
深
い
金
工
の
ほ
か
、
牙

彫
、
木
彫
、
陶
芸
、
刺
繍
な
ど
と
て
つ

も
な
い
時
間
が
費
や
さ
れ
た
労
作
が
京

都
の
清
水
三
年
坂
美
術
館
か
ら
数
多
く

出
品
さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
多
く
の
若
年
層
が
安
価
に
て
労

せ
ず
し
て
手
元
に
来
る
刺
激
や
興
奮
、

快
楽
、
癒
し
を
自
分
の
趣
味
だ
と
思
い

込
み
、
紐
を
解
き
理
解
す
る
こ
と
、
自

分
を
高
め
る
こ
と
は
趣
味
で
な
く
、
ま

る
で
修
行
か
の
よ
う
に
扱
わ
れ
、
本
来

高
尚
だ
っ
た
美
術
品
収
集
の
趣
味
な
ど

は
高
齢
者
に
任
せ
る
も
の
と
括
ら
れ
る

今
日
、
工
芸
性
の
高
さ
が
わ
か
り
や
す

い
、
こ
っ
ち
だ
っ
て
刺
激
的
で
し
ょ
、

と
い
う
展
示
は
少
し
で
も
趣
味
人
を
取

り
戻
そ
う
と
し
て
く
れ
る
あ
り
が
た
い

存
在
だ
。

　

時
は
明
治
。
ウ
ィ
ー
ン
万
博
、
パ
リ

万
博
、
ア
ー
ネ
ス
ト･

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の

来
日
な
ど
を
背
景
に
工
芸
家
や
画
家
た

ち
は
腕
を
磨
き
合
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。

美
術
工
芸
、
芸
術
の
み
な
ら
ず
、
ス
ポ

ー
ツ
に
至
る
ま
で
、
ど
ん
な
ジ
ャ
ン
ル

で
も
ラ
イ
バ
ル
の
存
在
は
己
の
技
術
を

向
上
さ
せ
る
。

　

そ
ん
な
時
代
、
世
に
出
さ
れ
た
海
野

勝
珉
の
、
魂
が
宿
っ
て
し
ま
っ
た
か
の

よ
う
な
「
蘭
陵
王
」
を
見
れ
ば
、
そ
の

超
絶
技
巧
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
に
息
を
の

み
、
見
て
い
て
疲
れ
る
ほ
ど
だ
。

　

勝
珉
は
テ
ク
ニ
ッ
ク
馬
鹿
に
な
っ
た

の
だ
ろ
う
か
？　

そ
の
答
え
は
リ
ス
ナ

ー
…
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
来
場
者
が
個
々

に
出
し
て
く
れ
る
こ
と
だ

ろ
う
。

　

こ
の
展
覧
会
は
追
加
公

演
…
じ
ゃ
な
か
っ
た
、
佐

野
美
術
館
に
も
回
る
こ
と

が
内
定
し
て
い
る
（
十

月
四
日
～
十
二
月
二
十
三

日
）。�

（
綱
取
譲
一
）

　

八
月
一
日
か
ら
八
月
三
日
ま
で
、
ア

メ
リ
カ
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
マ
リ

オ
ッ
ト
ホ
テ
ル
大
会
議
室
に
て
サ
ン
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
刀
剣
会
が
開
催
さ
れ
、
大

変
多
く
の
愛
好
家
や
デ
ィ
ー
ラ
ー
で
賑

わ
っ
て
い
た
。

　

参
加
し
た
日
本
刀
専
門
デ
ィ
ー
ラ
ー

は
全
米
だ
け
で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
南
ア
フ
リ
カ
な

ど
、
ま
さ
に
世
界
規
模
と
も
言
え
、
そ

の
数
、
約
八
十
店
舗
。

　

ま
た
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
も
自
由
に
展

示
し
た
り
、
他
の
コ
レ
ク
タ
ー
と
愛
玩

品
を
交
換
し
た
り
も
で
き
る
た
め
、
展

示
ス
ペ
ー
ス
で
あ
る
テ
ー
ブ
ル
数
は
百

三
十
台
超
に
も
及
ぶ
大
規
模
で
活
気
の

あ
る
会
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
Ｓ
Ｆ
（
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
）

刀
剣
会
の
歴
史
は
、
今
か
ら
二
十
五
年

ほ
ど
前
に
、
北
ア
メ
リ
カ
刀
剣
倶
楽
部

が
主
催
し
て
開
催
し
た
の
が
始
ま
り
。

今
年
は
入
場
者
数
が
五
百
人
を
突
破
す

る
な
ど
、
世
界
中
の
刀
剣
愛
好
家
の
関

心
の
高
さ
と
成
長
が
う
か
が
え
る
。

　

北
ア
メ
リ
カ
刀
剣
倶
楽
部
の
関

係
者
は
、
Ｓ
Ｆ
刀
剣
会
は
あ
く
ま

で
愛
好
家
の
た
め
の
会
で
あ
り
、

よ
り
良
い
品
に
出
会
い
、
ま
た
学

ぶ
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
の
日
本
刀

の
文
化
を
理
解
し
て
も
ら
い
た

い
、
ま
た
日
本
の
専
門
業
者
に
も

数
多
く
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
世

界
規
模
で
の
交
流
が
活
発
に
な
る

こ
と
を
願
っ
て
い
る
、
と
熱
い
思

い
を
語
っ
た
。

　

そ
し
て
業
者
だ
け
で
な
く
、
日

本
の
愛
好
家
に
も
、
Ｓ
Ｆ
刀
剣
会

に
気
軽
に
参
加
し
て
ほ
し
い
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
同
じ
日
本
刀
文

化
を
愛
す
る
者
同
士
、
言
語
は
違

え
ど
、
き
っ
と
語
り
合
え
る
は
ず
だ
、

と
も
夢
を
語
っ
て
い
る
。
日
本
の
愛
好

家
が
ア
メ
リ
カ
ま
で
来
ら
れ
る
際
は
、

入
場
料
は
頂
き
ま
せ
ん
、
と
気
前
の
い

い
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

個
人
的
に
感
想
を
述
べ
る
と
す
れ

ば
、
わ
れ
わ
れ
日
本
人
は
先
人
の
研
究

資
料
や
作
品
、
諸
先
生
の
著
し
た
書
籍

な
ど
に
手
軽
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
海
外
の
愛
好
家
は
言
葉
の
壁
も
あ

っ
て
刀
剣
学
研
究
に
も
困
難
が
伴
い
、

ほ
ぼ
独
学
の
方
が
多
く
、
自
分
の
手
の

届
く
範
囲
の
刀
剣
・
刀
装
具
と
の
“
ご

縁
”
の
み
を
頼
り
に
研
鑽
し
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
た
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
愛
好
家
同
士
の
交
流

を
大
事
に
し
、
知
識
や
経
験
、
意
見
な

ど
を
交
換
し
、
研
究
し
合
う
こ
と
で
、

自
分
の
眼
を
養
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

あ
る
。
若
輩
の
私
に
も
意
見
を
求
め
、

謙
虚
に
学
ぼ
う
と
す
る
姿
勢
に
は
、
頭

の
下
が
る
思
い
が
す
る
。
私
自
身
、
よ

り
一
層
の
努
力
・
経
験
を
し
、
自
分
を

磨
き
、
責
任
の
あ
る
知
識
を
お
伝
え
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
帰
国
し
ま
し
た
。

　

温
か
く
迎
え
て
い
た
だ
い
た
、
北
ア

メ
リ
カ
刀
剣
倶
楽
部
の
皆
さ
ま
、
懇
談

に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
愛
好
家
の
皆

さ
ま
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

Thank you very much dear all 
the Japanese sword lovers.
�

（
玉
山
真
敏
）

Exiting San Francisco
Japanese Sw

ord Show

03

盛況だったサンフランシスコ刀剣会

周
年
を
記
念
し
て
、
秀
吉
や
家
康
な
ど

天
下
人
か
ら
拝
領
し
た
松
井
家
伝
来
の

家
宝
、
松
井
家
と
関
わ
り
の
深
い
宮
本

武
蔵
ゆ
か
り
の
品
々
も
併
せ
て
展
示
し

ま
す
。

│
　
＊　

│

会
期
：
十
月
二
十
四
日
㈮
～
十
一
月

三
十
日
㈰

会
場
：
八
代
市
立
博
物
館
未
来
の

森
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム　

〒
８
６
６-

０
８
６
３ 

熊
本
県
八
代
市
西
松
江

城
町
一
二-

三
五　

☎
〇
九
六
五-

三
四-

五
五
五
五

美
」
を
備
え
た
も
の
が
多
い
と
い
う
こ

と
で
す
。
ま
た
、
刀
身
を
収
め
る
刀
装

は
、
肥
後
金
工
に
よ
る
装
飾
金
具
を
用

い
た
肥
後
拵
。
茶
人
細
川
三
斎
の
好
み

を
伝
え
る
侘
び
た
趣
が
、

全
国
の
刀
剣
フ
ァ
ン
を
う

な
ら
せ
ま
す
。

　

本
展
覧
会
は
、
一
般
財

団
法
人
松
井
文
庫
が
所
蔵

す
る
刀
剣
・
刀
装
具
の
全

貌
を
、
初
め
て
八
代
で
紹

介
す
る
も
の
で
す
。
同
時

に
、
松
井
文
庫
設
立
三
十

　

肥
後
細
川
藩
の
筆
頭
家
老
で
八
代
城

を
預
か
っ
た
松
井
家
に
は
、
中
世
以
来

の
名
刀
が
多
数
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
特
徴
は
、
実
戦
に
適
し
た
「
用
の

も
の
の
ふ
の
美
と
心
～
八
代
城
主
・
松
井
家
の
刀
剣
と
刀
装
具
～
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催 事 情 報

　来年、式年400年祭を迎える日光
東照宮を舞台に、伝統的工芸品の展
覧会が行われる。東照宮に歴史的に
縁の深い栃木県・北関東の伝統的工
芸品と、東照宮を生み出した江戸文
化に縁のある伝統的工芸品を紹介す
るというもの。

　伝統工芸品の展示と販売、工芸士
の実演のほかに、来場者の体験コー
ナーも設けられる。
会期：10月22日㈬～28日㈫
　なお、25～27日の午後には、研師
佐々木卓史氏と一門による研磨の公
開実演が予定されている。

■日光東照宮
　〒321–1431 栃木県日光市山内2301

［日光東照宮と江戸文化を結ぶ］伝統的工芸品展

　菱田春草（1874−1911）は日本近
代で最も魅力的な画家の一人です。
　春草は草創期の東京美術学校を卒
業後、岡倉覚三（天心）の日本美術
院創立に参加、いわゆる「朦

も う ろ う た い

朧体」
の試みや、晩年の装飾的な画風に
よって、それまでの「日本画」を色
彩の絵画へと変貌させました。
　生誕140年を記念して開催する本
展では、《落葉（おちば）》連作５点す
べてに加え、《黒き猫》をはじめとす
るさまざまな“猫作品”や、新出作品
などを含む100点を超える作品を、最
新の研究成果とともにご紹介します。
〈展覧会構成〉
　１章：東京美術学校の時代
　２章：日本美術院の時代

　３章：外遊、そして五浦へ
　４章：代々木の時代
会期：９月23日（火･祝）～11月３日（月･祝）
〈映画「天心」同時上映のご案内〉
　本紙前号でも紹介した映画「天心」
が上映されます。春草をはじめ、横
山大観・下村観山・木村武山らの若
き群像が、岡倉天心とともに生き生
きと映像化されており、展観と併せ
て鑑賞されることをお勧めします。
会場：東京国立近代美術館地下講堂
会期：９月23日（火･祝）～25日㈭
　　　10月15日㈬～19日㈰
開演：９月23日①12：30②15：30
　　　９月24～25日、10月15～19日
　　　①10：30②13：00③15：30
※入場整理券を当日10時より配布。

■東京国立近代美術館
　〒102–8322 東京都千代田区北の丸公園３–１
　展覧会・開館時間などに関するお問い合わせ
　☎03–5777–8600（ハローダイヤル、８時～22時）

菱田春草展

　毛利博物館では、８月16日㈯から
平成27年12月21日㈪まで、テーマ展

「毛利家と幕末・維新 ─大河ドラマ
『花燃ゆ』の時代背景─」を開催し
ます。
　このテーマ展は、江戸時代最後の
25年間、危急を迎えた毛利家がいか
に難局を乗り切り、明治維新を成し
遂げたのか、８つのテーマに沿って
所蔵の重要な史料を公開し、紹介す
る試みです。
　８つのテーマとそれぞれの開催日
程は次の通り。
●第１幕「プロローグ：斉熙・斉元・

斉広三代─天保改革の歴史的前提
─」26年８月16日㈯～10月５日㈰

●第２幕「毛利敬親と天保改革・文

武興隆」26年10月10日㈮～12月14
日㈰

●第３幕「ペリー来航から戊午の密
勅へ」27年１月１日㈭～３月１日
㈰

●第４幕「文久２年の藩是転換と山
口移鎮」27年３月６日㈮～４月19
日㈰

●第５幕「攘夷戦と８月18日の政
変」27年４月24日㈮～６月７日㈰

●第６幕「元治元年 禁門の変」27
年６月12日㈮～８月16日㈰

●第７幕「四境戦争と討幕の密勅」
27年８月21日㈮～10月18日㈰

●第８幕「エピローグ：明治維新」
27年10月23日㈮～12月21日㈪

■毛利博物館
　〒747–0023 山口県防府市多々良１–15–１　☎0835–22–0001

毛利家と幕末･維新─大河ドラマ「花燃ゆ」の時代背景─

印刷／株式会社日刊企画

　昨年、生誕100年を迎えた人間国
宝宮入行平（1913−77）と、惜しく
も昨年85歳で逝去された同じく人間
国宝天田昭次（1927−2013）の２人
展を開催します。 
　昭和15年、栗原彦三郎（1879−
1954）主宰の日本刀鍛錬伝習所で兄
弟弟子となった２人は、太平洋戦争
下の激動の時代を生き抜き、戦後の

“刀狩り”時代から“美術刀剣”と
して復活した日本刀に真摯に向き合
い、その振興に努めました。一回り
以上の年齢差がありましたが、互い
を認め合い、実の兄弟のような親交
は生涯続いたといいます。
　今展では、宮入・天田両師の秀作
併せて12口と資料を展覧します。
会期：８月１日㈮～９月28日㈰　火

曜休館
◆９月14日㈰宮入小左衛門行平刀匠

によるギャラリートーク 
◆９月15日（月・祝）銘切り実演

■星と森の詩美術館
　〒948–0101 新潟県十日町市稲葉1099–１　☎025–752–7202

宮入行平･天田昭次～現代刀を極めた兄弟弟子～

日本刀鍛錬伝習所にて昭和16年４月撮影。左か
ら天田昭次、若林昭寿、近藤昭国、宮入昭平
（後の行平）、飯沼昭俊（坂城町鉄の展示館提供）

　慶長３年（1598）８月18日に豊臣
秀吉が亡くなると、豊臣政権内部の
対立が激化し、同５年９月15日には
関ヶ原合戦が起こり、徳川家康率い
る東軍と石田三成ら西軍が激突。こ
の合戦に勝利した徳川家康は同８年
２月12日に征夷大将軍に任ぜられ、
江戸に幕府を開きます。
　けれども、大坂城には秀吉の遺児
豊臣秀頼が母淀殿とともにいまだ健
在で、徳川家をしのぐ権威を保持し
たまま君臨していました。この豊臣
家と徳川家という二大権力の最終決
着戦となり、戦国時代最後の大合戦
となったのが「大坂の陣」で、慶
長19年10～12月には「大坂冬の陣」、
翌20年５月には「大坂夏の陣」が起
こり、20年５月７日に大坂城は落城
し、翌８日、秀頼・淀殿が自害して
豊臣家は滅亡しました。
　平成26年は「大坂冬の陣」から
400年、翌27年は「大坂夏の陣」か
ら400年という節目を迎えることか
ら、大阪城天守閣ではこの両年を

「大坂の陣400年」イヤーと位置づけ、
展覧会をはじめとするさまざまな事
業を通じて、秀吉没後の豊臣家や「大
坂の陣」について理解を深める機会
にするとともに、多くの方々に大阪

城、さらには大阪市内・府下各所に
存在する大坂の陣ゆかりの地へと足
をお運びいただき、広く大阪の歴史
や魅力に触れていただく機会にした
いと思っています。
〈夏の展示「戦争と平和」〉
　100年以上も続いた戦国時代には、
全国各地で無数の合戦が起こりまし
た。鉄砲が導入され、甲冑は進化し、
戦いの技術が向上しました。一方、
合戦を終わらせるための、和平の技
術が磨かれたのもこの時代です。“合
戦と和平の戦国史”を収蔵資料を通
してご覧いただきます。
会期：７月18日㈮～10月８日㈬
〈常設展「豊臣秀吉～波瀾万丈の生
涯」〉
　豊臣秀吉は一介の農民の出であり
ながら、織田信長にその才能を認め
られて、めきめきと頭角を現しまし
た。本能寺の変で信長が非業の死を
遂げたあとは、すぐさま山崎合戦で
主君信長の仇を報じ、その遺志を継
いで、天下統一の覇業を成し遂げま
した。
　今回の展示では、この秀吉の波瀾
万丈の生涯を大阪城天守閣収蔵資料
でたどります。
会期：７月19日㈯～10月９日㈭

■大阪城天守閣
　〒540-0002 大阪市中央区大阪城１-１　☎06-6941-3044

大坂の陣400年プロジェクト

　現代刀匠たちは、伝統工芸の技を
未来へ伝え継ぐための活動を近年、
積極的に行っています。本展覧会は、
伝統と革新という２つの柱を「お守
り刀展覧会」と「二次元vs日本刀展」
という２つの企画で構成することに
より、日本刀の現在・未来像を提示
しようというものです。
　「お守り刀展覧会」は、日本刀の
精神性である「加護を願う心」を伝
統的製作技術により具現化したコン
クールで、全国の刀匠が年に一度、
寸法の限られた作品で出来映えを競
うものです。今回で９回目を迎える
本展では、専門の審査員による賞に
加え、市民の投票結果により賞を授
与することを新たな試みとし、より
開かれた展覧会を目指します。
　一方、「二次元vs日本刀展」は、
現代の二次元アートや現代小説と、
刀剣との融合にチャレンジする実験
的企画です。この展示では、普段交
わることのない現代刀匠とイラスト
レーターや小説家などが、お互いに
刺激し合う中で創造された作品を展
示することで、新しい物語を持った

新世代日本刀のあり方を示します。
　本展覧会では上記２企画を一体的
に展示することで、未来志向の現代
刀匠たちの「今」と、伝統を継承す
ることの視座を広く紹介します。
会期：11月１日㈯～12月23日（火・祝）

火曜休館、ただし12月23日（火・祝）
は開館

〈会期中のイベント〉
①市民審査員賞の投票11月１～30日

発表12月３日
②お守り刀ファッションショー　11

月１日・２日
③記念フォーラム「日本刀の生き残

りを懸けて」11月29日13時～、要
事前申し込み

■大阪歴史博物館
　〒540-0008 大阪市中央区大手前４-１-32　☎06-6946-5728
　http://www.mus-his.city.osaka.jp/

─現代刀匠二番勝負─ お守り刀展覧会 × 二次元 vs 日本刀展

前回のお守り刀ファッションショー

正宗賞受賞記念「刀匠 河内國平展」
会期：10月７日㈫～10月13日㈪
会場：虎屋 京都ギャラリー

問い合わせ先：
　虎屋 文化事業課＝京都市上京区
　一条通烏丸西入　☎075-431-4736


